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午前１０時００分 開会 

○奥岩分科会長 ただいまより予算決算委員会総務政策分科会を開会いたします。 

 本日は、１０日の本会議で予算決算委員会に付託された決算関係議案、議案第９０号、

令和２年度米子市一般会計等の決算認定についてのうち、当分科会所管部分を審査いたし

ます。 

 審査は、総合政策部、総務部の順で発言通告一覧表に沿って行います。 

 この際、委員の皆様に申し上げます。 

審査終了後に指摘事項の取りまとめを行いますが、指摘事項に上げる項目は実際に発言

された指摘事項しか上げることができませんので、指摘をされる際には、質問や要望で終

わることなく、指摘の内容をはっきりと伝えていただきますようお願いいたします。 

 それでは、初めに、総合政策部所管部分を議題といたします。 

 発言通告一覧表１ページを御覧ください。決算に係る主要な施策の説明書の１７ページ、

事業番号３４番、中海・宍道湖・大山圏域市長会についての質問を行います。 

 岡田委員。 

○岡田委員 それでは、３４番の中海・宍道湖・大山圏域市長会についてお伺いしたいと

思います。ここに書いてありますとおり、この中の産業振興事業の医工連携関連の予算額、

決算額は幾らになっているのかをお伺いいたします。 

○奥岩分科会長 川本総合政策課長。 

○川本総合政策課長 産業振興事業の医工連携関連の予算額、決算額についてのお尋ねで

ございました。まず、令和２年度決算ベースで、中海・宍道湖・大山圏域市長会の総事業

費は１億５１９万９,１０６円のうち、産業振興事業費は２,６１６万５,０１２円でござい

ました。このうち産学医工連携事業につきましては、中海・宍道湖・大山圏域産学医工連

携推進協議会のほうに委託されておられまして、令和２年度は、当初予算額１,８２０万円

に対しまして、県外企業訪問の制限等に伴う一部事業の中止がございましたもので、決算

額は１,５４８万６,９２８円でございました。この事業の米子市の負担分といたしまして

は、決算額を、市負担割合１４分の４でございますけれども、これで案分いたしました４

４２万４,８３６円となりまして、そのうちの約２分の１に地方創生の推進交付金を充当し

ているところでございます。以上です。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 これは具体的に、産学医工連携によって令和２年度はどのような事業が行わ

れたのかお伺いいたします。 
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○奥岩分科会長 川本課長。 

○川本総合政策課長 お答えいたします。具体的にどのような事業が行われたかという御

質問でございますけれども、実際に医療機器等の新製品開発につながったものが、令和２

年度、２件ございました。１件目がトラキアボックスというものでございまして、これは

鳥大医学部からのニーズの御提供でございました。もう１点が、これは西部の消防局から

のニーズの御提供でしたけれども、エマークイック・プロというもので、紙製の飛沫感染

防止用のボックス、この開発にも至りました。具体的な成果は以上でございます。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 具体的な成果も出ていたということで、５市長会でそれぞれ各市によってい

ろんなお考えもあると思いますし、観光だとかというようなことに関して共同してやって

いく、この医工連携ということに関しても当然共同してやっていくということだろうと思

うんですけれども。米子市の場合は鳥取大学医学部、そして米子高専等もございますので、

そういった医学部がある自治体とない自治体とでは当然いろんな考え方が違うんだろうと

思うんですけれども、米子市としての医大それから附属病院との連携とともに、５市長会

の中で、鳥大医学部、島大の医学部さんともそうなんでしょうけれども、その事業を進め

ていただくということで、私も鳥大との連携っていうことを言っていますけれど、それぞ

れ各市の中には、例えば出雲市であれば出雲村田製作所さんがあったりとか、安来だと日

立金属さんだとか、松江だと富士通さんだとか、それに伴う企業群というのもありますん

で、やっぱりそういったところとの本当に医工連携というものが５市長会の中で進んでい

くということを、令和２年度実績がきちっとあったということで、そこは当然ですけれど

も、よかったなというふうに思ってるんですけれども、これをもっともっと、米子市単独

でやるということだけでなくて、５市長会だからできるということもあるんだろうという

ふうに思いますんで、ぜひその辺りは進めていただけるように、これは要望しておきたい

と思います。以上です。 

○奥岩分科会長 それでは、次に、事務報告６１ページ、事業番号３６番、移住定住推進

事業について。 

 蒼生会さん、稲田委員。 

○稲田委員 移住定住推進事業で、事務報告は６１、それから６２にまたがっております。

あとは、この決算に係る主要な施策の説明書、緑のファイルですが、これは１８ページの

３６番と兼ね合わせながらお聞きしたいと思います。まず、事業の成果として、県外から

の移住者数が令和２年度４６３人となっていますが、この４６３に至った経緯の説明をお

願いいたします。 

○奥岩分科会長 川本課長。 

○川本総合政策課長 県外からの移住者の方が移住に至った経緯、背景についてというお

尋ねでございました。こちらですけれども、実態の把握のために転入者に御協力いただき

まして、転入時点でのアンケート調査を実施しているところでございます。移住に至った

理由をお伺いしたところ、半数以上が、米子の場合は就職、転勤となっておりまして、働

く場所があるということが本市への移住の主な要因となっていると考えることができます。
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また、移住施策と本市への移住者の関連についてでございますが、移住者数の約３分の１

が移住施策を経由しておりまして、特に移住定住相談窓口の利用者が多い状況となってい

ることでございます。４６３人という数字ですが、県内の市町村で最も多い移住者数とな

っておりまして、事業の成果が表れているものと考えております。引き続き相談窓口等に

より移住支援に努めてまいりたいと考えております。 

○奥岩分科会長 稲田委員。 

○稲田委員 ４６３が恐らく県内では最も多い数であろうということで、鳥取市さんとか

の数字がよく際立たせてアピールされている部分もありますけど、実は米子のほうが多い

という考えができるというふうに受け取ったので、これは成果と言えるのかなと思いまし

た。ただ、３分の１経由が、言い方によっては３分の１しか経由してないという取り方も

できて、予算自体はそう大きな額ではないんですが、もっと使ってもらったらもっと増え

るんじゃないかなっていう部分は、そういう努力の余地がまだあるのではないかという考

えが今あります。 

 もう一つ聞かせてください。事務報告の６２ページの中段ちょっと上の（７）ビジネス

人材確保推進事業なんですが、こちらが残念ながら利用件数がゼロでございました。この

ことについて説明をお願いいたします。 

○奥岩分科会長 川本課長。 

○川本総合政策課長 ビジネス人材確保推進事業の利用件数についてのお尋ねでござい

ました。この事業は鳥取県と市町村が協調して実施する事業でございまして、県が開設す

る就職マッチングサイト、こちらがとっとりビジネス人材・求人紹介サイトというもので

ございますけれども、これを利用して就業、移住される方を主な対象としてございます。

この補助の要件となってございます就職マッチングサイトですが、県が参加企業を集約し

て、令和元年の１２月から開設をされておられます。 

 ビジネス人材確保推進事業の令和２年度の本市の実績でございますが、実績のほうはゼ

ロ件でございます。なお、県内でも６件ということでございまして、全国的にも活用は低

調であったというふうにお伺いしているところでございます。また、補助対象の要件につ

いて、当初、連続５年東京２３区内に在住、通勤している者とされていましたが、これが

厳しいということで、全国的な要望から、令和２年４月に若干緩和されたものの、本市で

の活用実績につながるようなマッチングには至っていないところでございます。本事業は

東京圏から人材を引き込むためのツールとして期待できると考えておりますので、引き続

き活用について、県、また県立ハローワークと協力して取り組んでまいりたいと考えてお

ります。以上です。 

○奥岩分科会長 稲田委員。 

○稲田委員 要件が厳しいというか、ちょっとマッチしてない部分もあったというような

説明として受け取りました。それを仕方ないと言ってしまえばそうかもしれないんですが、

要はその米子という地でビジネス人材を確保していくんだと。それが、東京にいらっしゃ

る方で年数制限があってというのが厳しかったということは理解すべきことかもしれませ

んけど、であるにしても、今後このゼロが続くのであれば、施策そのものが的が外れてる
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のかもしれないですし、あるいは米子市がビジネス人材を、要は引っ張ってくる。ちょっ

と今スペックが高めの人を呼び寄せる力がもしないとすれば、それはそこに問題というか

課題があるのではないかと思います。 

 指摘するかどうかはちょっとまた他の委員さんの考えもあろうかと思いますが、先ほど

言った３分の２は経由されてない部分はまだまだ努力する部分があるのではないか、それ

から、ビジネス人材確保事業等々、まだまだこの地域で、要は住まいとそれから勤め先、

それぞれをもっと積極的に開発していく余地が私は多分にあると思っておりますので、ち

ょっと将来の課題も含めてになりますが、一応指摘をしておきたいと思います。以上で終

わります。 

○奥岩分科会長 それでは、同じく移住定住推進事業について。 

 今城委員。 

○今城委員 書いてあるとおりではあるんですが、コロナ禍において、お試し住宅という

のは非常に難しかったのではないかなというふうには思ったりもしたんですが、この具体

的な成果についてまずお伺いをいたします。 

○奥岩分科会長 川本課長。 

○川本総合政策課長 コロナ禍におけるお試し住宅の具体的な成果というお尋ねでござ

いました。令和２年度ですが、コロナ禍の影響で、お試し住宅の利用そのものを１９９日

間停止することとなりました。その具体的な成果は次の２点というふうに考えております。

まず、お試し住宅に関する問合せから移住相談に発展するケースが多数あったということ

で、お試し住宅の使用に至らないケースであっても移住につながっているということ。ま

た、使用停止期間中には、鳥取県と連携いたしまして、新型コロナウイルス感染症の家族

支援での使用についての制度の整備のほうを行っております。なお、コロナ後に向けまし

て、テレワーク、ワーケーションに対応するため、机等の備品設置やインターネット回線

の高速化も昨年度実施したところでございます。以上です。 

○奥岩分科会長 今城委員。 

○今城委員 分かりました。大変、半分近くは使えないという状態の中で、挑戦をしてく

ださっているんだろうなというふうに感じます。 

 もう一つは、先ほど稲田委員さんからもお話があったんですが、この移住定住という意

味で、移住者数が４６３人というふうに報告があるんですけれども、移住といっても転勤

ですとか進学等のものもありますし、定住につながっていくっていうことがやっぱり我々

としては一つの指標かなっていうふうにも考えているところなんですけれども、この具体

的な内訳などを教えてください。実質、定住に近い形の移住となった世帯数、人数等、教

えてください。 

○奥岩分科会長 川本課長。 

○川本総合政策課長 県外からの実質の移住者の内訳ということで御質問いただきまし

た。移住に係る実態把握のため、先ほど御説明しましたけれども、転入者に御協力いただ

きましてアンケートのほうを実施しているところでございますが、令和２年度につきまし

ては、県外からの移住者４６３名のうち、転勤による方が約３割の１３０人、７８世帯で
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ございました。それ以外の方が実質の定住といいますか、就職や子育て、田舎暮らし、退

職・離職による帰郷、それから結婚などの理由ということになっているところでございま

す。以上です。 

○奥岩分科会長 今城委員。 

○今城委員 分かりました。先ほど稲田委員さんもおっしゃいましたが、予算決算として

大きな金額ではないということを考えますと、頑張ってくださっているなというふうにも

思うところなんですけれども、先ほども申し上げましたが、単純なる転入ということでは

なくて、また異動して出ていってしまわれるっていうところを狙ってのこの移住定住の事

業ではきっとないと思うので、単純に交流だけを増やすっていうことではなく、やはりそ

の中から定住に向かっていってもらうっていうのが基本的な考え方だと思っていますので、

そこいらあたりの定住に向けての、先ほど稲田委員さんもおっしゃいました、仕事と住ま

いは切っても切れないものだというふうに、本当にそのとおりだと思いますので、そこら

辺は、総合政策だけではなくて経済部とかも頑張ってくださっているとこではあるんです

が、そこら辺とかのマッチングをきちっとしながら、定住に向かうというところに力を置

いていただければと思いますので、よろしくお願いします。これ要望ですので、いいです。 

○奥岩分科会長 続きまして、決算に係る主要な施策の説明書の１９ページ、事業番号３

８番、中心市街地等活性化推進事業についての質問を行います。 

 岡田委員。 

○岡田委員 これは、事業としては中心市街地等活性化推進事業ということで、協議会へ

の事務局経費等の一部を負担して活動しておられるということなんですけれども、令和３

年３月でこの現計画が終了ということになってると思うんですけども、この総括といいま

すか、今のところで取りまとめてるところの報告をお願いしたいと思います。 

○奥岩分科会長 相野都市創造課長。 

○相野都市創造課長 中心市街地活性化基本計画の総括についてのお尋ねでございます。

まず、中心市街地活性化基本計画についてですが、昨年、令和２年の９月に総務政策委員

会において、中間の報告として、まず総括と課題の整理について一度御説明、中間で報告

させていただきました。その後、おっしゃいましたように３月、計画が終了しまして、総

括のほうをまとめていくんですけれども、今年の７月に開催が予定されてたんですけれど

も、米子商工会議所さんが事務局になっておられます中心市街地活性化協議会っていうの

がございまして、そちらにまず総会で報告した後に、この９月の議会のほうで総括につい

て御報告をする予定にしておったんですけれども、新型コロナウイルスの感染症の影響で、

その総会が延期になったところです。この総会ですけれども、来月、１０月の上旬に開催

する予定というふうに伺っておりますので、その後にまた改めて議会のほうに報告のほう

をさせていただきたいと思っております。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 これは本市にとっても大きな課題である中心市街地を活性化していくんだ

という中での一つの事業だということになるんだと思いますけれども、今回の市政に対す

る一般質問の中でも、市長が答弁をしておられた部分があったと思うんですけれど、現実
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にはなかなか成果が出てないという部分もあって、その中で、今回の令和２年、特に現計

画が終了するということを受けますと、ここできちっと総括をして、できること、できな

いことをきちっと分けていく。やっぱり総括によって、当然ですけど、この事業そのもの

は終わったにしても、中心市街地を活性化していくんだという方向性に関しては揺るぎな

いものが当然あるわけで、また違った形で中心市街地活性化というものを、当然ですけど、

模索をしていくということになると思うんですけど、その辺りのことについての何か答弁

があればお願いをしたいというふうに思いますけど、いかがでしょうか。 

○奥岩分科会長 相野課長。 

○相野都市創造課長 中心市街地活性化基本計画が終了した後の今後のまちづくりとい

うような趣旨での御質問かと思います。今後のまちづくりにつきましては、今年の３月の

議会の予算総括のほうで岡田委員さんからも御質問いただきました立地適正化計画、こち

らの策定のほうにまず進めることで、都市全体の構造を見直しまして、居住機能や都市機

能が集積した利便性の高い市街地を形成していくと、こういうことを図っていきたいと考

えております。 

 また、その活性化基本計画、約５年間だったんですけれども、取組で出てきました課題

ですとかそういったものを生かして、ウォーカブル推進事業というものに今取りかかって

おります。そういう事業を進めることによりまして、まちづくりを推進していきたいとい

うふうに考えております。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 なかなか商店街の、例えば空き店舗の問題にしても飛躍的な解決になったわ

けではないですので、ただ、市長も答弁をしておられましたけれども、実際には空き店舗

があっても貸す意向がない方もおられるというようなこともあって、ただ、その中で、じ

ゃあとにかくその空き店舗を埋めるんだということでいっていいのかどうかっていうこと

も含めて、もう少し踏み込んで、もう少しっていうか、かなり踏み込んで、中心市街地、

例えば商店街のことに関しても、どういった方向性を見いだせばいいのかっていうことも、

当然ですけど、地域の方の声、地域の方の意向というのがまず第一だろうと思うんですけ

れども、ひょっとすると、そんなににぎやかになってもらわなくてもいいという御意見も

あるかもしれませんし。ただ、それは個々によって当然あるんだと思うんですね。それを、

とにかく中心市街地を活性化したいんだということは我々が思っていることであって、本

当にそこできちっとコンセンサスが取れているのかっていうことを、活性化協議会の事務

費の負担等、この事業そのものはそういうことだったんだろうと思うんですけど、これも

中心市街地をとにかく活性化していくんだという事業の中の一つですんで、中心市街地を

活性化していくということに対してのもう少し現実に即した状況をやっぱり把握してもら

って、当然ですけれど、どういうふうにしていくのかっていうのは我々が決めることじゃ

なくて、皆さんの意向なりいろんなものを融合して方向性も見いだしていくということだ

ろうと思いますんで。また報告があるということだったんで、それを待ちたいと思います

けども、やっぱりきちっとした総括を、それがまたウォーカブルだとか立地適正化計画と

いうことにつながっていくんだろうと思いますんで、この総括をぜひともまた報告お願い
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したいと思います。以上です。 

○奥岩分科会長 次に、２３ページ、事業番号４５番、生活路線運行対策事業について質

問を行います。 

 今城委員。 

○今城委員 これは、書いてもおりますが、昨年９月３０日に日ノ丸バスの米子松江線が

廃止になったということで、これは直接この事業に関わってくることではないかもしれな

いんですけれども、市民の方から、とても不便になったと。これだけ米子市はお金使って、

こういうバス事業とかやってるのに、こういう廃止路線がどんどん増えていくっていうこ

とで、どうなんだっていうことをかなりおっしゃった方があったんですね。これと直接関

係するというわけではもちろんないんですけれども、やはりこういうような事態があると

いうことを踏まえて、路線維持に寄与するっていうふうに書いてありますが、じゃあ具体

的にどのように寄与したのかということを、どういう認識をしておられるのかっていうこ

とをまず伺いたいと思います。 

○奥岩分科会長 石上交通政策課長。 

○石上交通政策課長 日ノ丸自動車が運行しておりました米子松江線につきましては、従

来から赤字の額がかなり多い路線でもあったんですが、鳥取県側、鳥取県米子市につきま

しては全額赤字額を補助しておりましたが、島根県につきましては、松江市や安来市等の

補助がなかったことから、大方５,０００万の赤字のうち大半は補填されなかったというよ

うな状況がございまして路線廃止に至ったものと聞いております。また、松江線の廃止に

よりまして運転手が４人役浮きましたので、同時に発生しておりました運転手不足による

減便が西部地区では食い止められたというふうな効果もございました。 

 現在、民間バス事業者によります生活路線、この補助に関係しますものは４４路線ござ

いますが、そのうち９割以上につきましては赤字路線でありまして、この赤字補填がない

と、松江線のように軒並み廃止になる可能性は否定できません。この補助金によりまして

路線が維持できたという面はもちろんございます。路線バスの人件費や燃料費等の運行経

費も年々上昇しておりますし、昨年はもちろんコロナもございましたし、利用者の増加を

しないと補助金の額も増加するため、引き続き利用促進策を図りまして、バス路線の維持

に貢献したいと考えております。 

○奥岩分科会長 今城委員。 

○今城委員 よく分かりました。維持できるというための作戦でもあるということも理解

はできるところですし、この１億５,５６０万という大きなお金っていうのも、コロナ禍で

あるということを踏まえると致し方ないだろうなということも、これも理解できるところ

ではあるんですが、我々議員になりました頃に、１億を超えたってなって大騒ぎになった

ことがありましたが、これもまた時代の仕方のないことかもしれないんですが、あっとい

う間に１億５,０００万を超えているというこの事実に対しても、お互いにこれは共通認識

で、昨年の公共交通の施策についてっていうところの指摘事項でも、やはり今後のことを

考えていかんといけんじゃないかっという指摘もさせてもらっとった上で、２年度それか

ら３年度等にこの公共交通体系っていうのをしっかりと組み立てていくんだっていう中で
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またコロナ禍という本当に苦しい状況の中での動き方なんだろうなっていうことは推察で

きるところではありますが、これはどこまでもつぎ込んでいくしかないんだっていうふう

な考え方はもちろんお互いに持っていないと思いますので、じゃ、どこまでなら許容でき

るのかということも、またどうすればこの解消に向かっていくのかということも、それか

ら、それをどこの辺あたりに解消、ゼロには絶対できないのは十分分かっていますが、ど

こら辺までに目標として立てていくのかというところも、お考えであれば少し教えていた

だければと思います。このコロナ禍ですので、先が見通せないということが十分あった上

での質問をしていますので、お答えできない部分もあると思いますが、お考えがあれば教

えてください。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 現在コロナ禍でございまして、利用促進策がなかなか打てない状況

で、コロナ禍でおいても公共交通は安全などというふうなＰＲ的なものしかできてない状

況ではございます。ですので、現在のところ、収支改善の目標値とか目標年度とかは定め

ておりません。また、要は公共交通につきましては路線バスが全てではございませんので、

いろいろなものの組合せも考える必要がございます。そのようなことを踏まえまして、来

年度、令和４年度には米子市公共交通ビジョンを改定しまして、法定の地域公共交通計画

として位置づけるようなことを予定しておりまして、本市の状況や特性に応じまして、そ

ういう計画に基づいて、年次的に地域の移動手段の確保を積極的に取り組んでいきたいと

考えております。 

○奥岩分科会長 今城委員。 

○今城委員 よく分かりました。今おっしゃったとおり、コロナ禍ですので、有効なとい

いますか、新たに画期的なとか、抜本的なとかっていうようなところが打てないことはも

う重々分かった上でですが、来年度そういうような形で交通体系、交通ビジョンをしっか

りと組み立てていくということですから、その辺の出てきたもの、それから進んでいくも

のっていうことをしっかり見せていただいた上で、やっぱりお互いにしっかり考えていく

べきことかなというふうに思いますので、今は指摘はしませんが、この後、数年後のとこ

ろで、やっぱり議論をせないけんようなときが来るのではないかなということを申し添え

た上で、終わりたいと思います。以上です。 

○奥岩分科会長 次に、同じく２３ページ、事業番号４６番、循環バス（だんだんバス）

運行事業について質問を行います。 

 安達委員。 

○安達委員 循環バスの運行事業についてお聞きしたいところで、見方っていうか視点を

少し定めていこうと思うんですが、先ほども質問の中で、コロナ禍っていうこの現下で、

いわゆる運行事業というのが大変厳しいんじゃないかなと思いつつ、そうはいっても、い

わゆるバスによって移動をする人たちにとっては最大の移動手段の確保だと思っておりま

すので、その利用を増やすための手段をいろいろ工夫されたりしておられたでしょうけれ

ども、その成果を聞かせてもらおうと思うんですが。その前に、今城議員も先ほど言われ

ましたが、令和元年度の交通政策の指摘事項を出させてもらっておりますので、その中で
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ここに触れる部分がありましたらぜひ冒頭にいただいて、それから議論をしていこうと思

いますので、指摘事項に関わるところがありましたらお願いします。 

○奥岩分科会長 令和元年度の指摘事項に係る処理状況についてっていうことでしたが、

いかがでしょうか。 

 石上課長。 

○石上交通政策課長 御質問のコロナ禍におけるバスの状況においては、利用増に向けた

成果についてと、その前段で、令和元年度の決算審査指摘事項についての関連でございま

すが、元年度指摘事項につきまして、利用促進等を今年度新たに高校生や高齢者の定期券

助成、待合環境整備、イベント連携、ノーマイカー運動、ＹーＭａａＳなどを実施して利

用促進を図りたいということを処理状況として回答しております。だんだんバスにつきま

しても、これらの施策が、今年度６月補正が通った事業もございますが、徐々に進んでい

くことになっております。 

 ちなみに、だんだんバスにつきましては、皆様御承知のとおり、米子市中心部の商業施

設や医療施設、行政施設等の主な施設を回遊するルートを運行しておりまして、路線バス

や鉄道を利用してきて中心部に来られた方の横移動をスムーズにするために運行しており

ます。コロナの影響によりまして、路線バスと同じ程度、だんだんバスも利用者が下がっ

ております。コロナ禍においても通常の運行、減便等を行わず、二次交通の役目を果たす

ことで、公共交通の利用者の移動については確保することができたと考えております。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 今課長が答えられた中身に、一つ、二つ感ずるところがあるんですが、郊外

から来られる、路線バスとかＪＲほかの運行手段を使って市内に入ってこられる方へ、そ

れぞれの目的地にまた移動をしていくというのがだんだんバスの大きな目的の一つ、また

そのための利用を進めていくものだって言われるんですが、では、例えば境線とかほかの

バス路線も利用が減って市内に来られなかったのかというところがなかなか分かりづらい

です。あくまでも郊外から出かけてこられた方を市内で循環していって、ルートを確保し

ていって、利用を進めているんだと言われますけれども、そこに出かけてくる方も減って

いたのかっていうところの分析がもしあればお聞かせ願いたいところもありますが、感覚

的なところを言いますと、自分はなかなかそこは見いだせないところもあるんじゃないか

なと思っています。市街地に入ってきて、いつも交差点で見るんですが、だんだんバスの

室内とかを見るに当たって、結構乗っておられる方があって、やっぱり利用しているんじ

ゃないかなと思いつつ、この結果を見ると利用は減なんですよね。そこのところの分析を

もう少し具体的に示していただければと思うんですが、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 令和２年度のだんだんバスの年間利用者数は９万３,９４８人と、

前年の１２万８,９１４人に比べまして３万４,９６６人減、２７％減となっております。

ちなみに路線バスの利用減は１７％減ですが、これは路線バスのほうが半年期間がずれて

おりまして、半年間はコロナの影響を受けてない１０月から３月まで、４月から９月まで

はコロナの影響を半分しか受けてないですので、１７％という減少はその半年分だけの減
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少というふうに考えられます。なので、大体倍にしますと路線バスが３０％ぐらいの減と

いうことですので、ほぼだんだんバスと路線バスの減少割合は同じぐらいということで、

やはり関連があるというふうにこちらでは分析しております。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 路線バスとつなげて、だんだんバス、循環型バスにつなげていくんだという

ところの、路線バスもほぼほぼ数字が類似しているかっていう今、答えだったですね。や

っぱり他の交通手段もあるわけですから、例えばＪＲ境線とかを利用して市街地に入って

こられる方の利用状況とかも、後でもいいですが、もし分かったら、その関連性が如実に

あるのかなと思います。一つ元に返りますけれども、この利用状況の成果分析をもう少し

具体的に示していただければと思うんですが、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 安達委員、利用状況の成果の分析をっていう質問ですか。 

 安達委員。 

○安達委員 すみません。ですから、実績を含めて分析がもしあったらお願いしたいと思

いますが。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 乗降調査などを今年度はしておりませんので、先ほど言いました路

線バスの減少率とだんだんバスの減少率等による考察が全てです。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 すみません、ちょっと具体的な言葉を漏らしてしまいました。指摘というと

ころも考えたいところもありますが、ほかの委員さんがまだ予定しておられますので、そ

れらを総じてまた判断していきたいと思いますので、ここのところは一旦私の質問には一

つの終止をしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 次に、今城委員。 

○今城委員 利用数が激減した要因と分析ということで伺うつもりだったんですけども、

今、石上課長、ほとんど答えてくださっているのではないかなと思っていますので、何か

付け加えられるようなことがあるのでしたらですが、ほとんどないようでしたらこれで結

構です。 

○奥岩分科会長 追加で御答弁があるようでしたらという質問でしたが、よろしいですか。

（「いいですね、それじゃ、もう一つ。」と今城委員） 

○奥岩分科会長 今城委員。 

○今城委員 そしたら、要望といいますか、今後の課題・方向性というところで、循環バ

スの新ルートの実証運行、それから適切なルートの検証というふうに書いてあります。こ

れは、ずっと先ほどおっしゃってくださっています交通ビジョンのことも含めて、今後絶

対やっていくんだっていうことを強くおっしゃってくださっていた部分ですので、しっか

りとやっていただいた上で、アフターコロナという意味かもしれませんが、利用が増えて

いくという方向性をぜひ力強くやっていきたいなというふうにお互いに思っております。

これは常に議論して、難しいということおっしゃってくださっていますけれども、やはり

双方向というのは、どうしても市民からの要望が強い問題で、そこも含めた上での、八の
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字になるだとか何かあれば、もう少し利便性が強いというふうに思っていただける乗り物

になるんじゃないかなというふうにも思っていますので、これはお互いに議論しながらと

思っておりますので、よろしくお願いします。以上です。 

○奥岩分科会長 次に、岡村委員。 

○岡村委員 大体が安達委員の質問で了解しましたけども、若干ちょっと追加で質問した

いというふうに思います。この事業番号４６番の表を見ますと、次年度予算額が２,１６７

万３,０００円ということで、ほぼ今年度の決算額と同様の額だというふうに理解しますけ

ども、ただ当初予算額、これが１,４４４万、これと比べるとかなり大幅に上がってるとい

ったことになっていますけども、これはどういった要因でそうなったのかっていうことを

お伺いしたいと思います。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 だんだんバスの運行事業につきましては、支出額は経費から収入を

引きました赤字額を負担金として負担しております。そのため、運行経費が同じでありま

しても、収入額が減りましたら支出額が増えることになります。昨年度につきましては、

当初は前年並み、コロナを想定しておりませんでしたので、その前の年並みで予算を組ん

でおりましたが、コロナのために、先ほど言いました２７％乗客が減ということで、その

分赤字補填額、要は負担金の支出額が増えたということになっております。今年度の予算

については昨年度並みということで予定して、この金額にしております。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 了解しました。それで、例えば今どんどん乗ってくださいという時節ではな

いというふうには思うんですけども、やはり利用促進に向けた、そういった目標を持つと

か、それからそれに向けての広報とか、そういうものっていうのはどういうふうに考えて

おられるんでしょうか。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 昨年度は、ほぼコロナ禍での運行でございましたので、まずはコロ

ナであってもバスは優れた換気性能があり、マスクやせきエチケットを徹底すれば安全な

乗り物であるというようなことのＰＲをまず徹底したこと等を行いました。今年度は引き

続き、それに加えまして各種の利用促進策を取り組みまして、いろいろ利用を回復するよ

うな手段、手だては打っております。ただし、やはりコロナ禍で、今年度につきましても

かなり乗客は減ったままというのは確かでございます。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 具体的に利用者数とか、そういうものの目標っていうのは掲げておられない

んでしょうか。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 取りあえずおととしの、前の状態に戻るようなところは目標とはし

ておりますけども、それから先につきましては今後の課題というふうに考えております。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 そういった安全に乗ってくださいというふうなところの広報ですね、具体的
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にどういった形でされてますでしょうか。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 市のホームページに県の動画へのリンクを貼りましたり、せきエチ

ケットや安全だというステッカー等を県と協力しましてバスやタクシーの車外に貼ったり

しましたし、車内にもポスター等を掲示したりして、バスの安全性について広報に努めて

おりました。 

○奥岩分科会長 次に、２４ページ、事業番号４７番、巡回バス（どんぐりコロコロ）運

行委託事業について質問を行います。 

 今城委員。 

○今城委員 委託事業ですので、予算決算については委託金額ということで承知をしてお

りますが、この事業の成果として、だんだんバスのほうは激減をしているんですが、この

どんぐりコロコロのほうは微増というか、でも１割以上が増加になっておりますので、こ

の要因と分析を伺おうと思っているところです。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 どんぐりコロコロの利用者増の要因ですが、実は昨年度はどんぐり

コロコロに淀江小学校の生徒を一部無料で乗せております。といいますのが、淀江小学校

の一部、佐陀地区の小学生につきましては、日本交通の路線を使いまして小学校に通学し

ております。コロナ禍におきまして、このバス、結構満員ですので、密を避けるというこ

とで半数程度に割り振りをしまして、半数につきましては、朝の場合は借り上げのバス、

帰りは、ちょうどいい時間にどんぐりコロコロが走っておりますので、淀江小学校の定期

券利用者の半数をどんぐりコロコロで無料で運ぶというように免除規定を制定しまして、

学校教育課と協力して運んでおります。これが年間で９１７人ございまして、ほぼ増加は

この要因でございます。 

○奥岩分科会長 今城委員。 

○今城委員 承知いたしました。となると、本年度も多分それが続いているので、人数的

には増えている現実はあると思うんですけれども、結局このアフターですね、元の形にど

の時点で戻るか分かりませんが、元の形に戻ったときに、じゃあどうなるのかっていうの

はやはりこれも、先ほどのだんだんバスと同じように、課題はあるのではないかなという

ふうに思いますので、その辺りのところを、この後のところに手だてや、これと同じよう

な作戦が取れるのか、何か利用してよかったなと思ってもらえるような利用形態などを検

討していただければと思いますので、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 どんぐりコロコロにつきましては、コロナ後におきましては、やは

り地域の実情に応じました路線見直しやダイヤ見直し等を考えておりまして、それにより

利用者の増加を図ることを考えております。 

○奥岩分科会長 次に、岡村委員。 

○岡村委員 地域住民の生活交通の維持が図られたというふうに事業の成果として書か

れてございますけども、運行回数として、平日、土曜日が１０便、日曜、祝日は運休とい
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うふうになっていますけども、日曜、祝日にも運行してほしいという声っていうのはない

んでしょうか。じゃ、逆に聞きますと、なぜ日曜、祝日を運休にしてるかということです。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 どんぐりコロコロは、合併前の旧淀江町時代から運行していますも

のを引き継いでおりまして、ちょっとその辺の経緯につきましては承知しておりません。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 そうなんですけども、なぜ結構利用されとるかという状況の中で、平日だけ

になるのかといった点はよく調べて、やっぱり利用者の意向とか、そういうものを調査し

ていただくようにお願いしたいと思います。以上です。 

○奥岩分科会長 それでは、次に、同じく２４ページ、事業番号４８番、新たな総合交通

体系の調査研究事業について質問を行います。 

 安達委員。 

○安達委員 この事業名、総合交通体系の調査研究事業ということで、非常に期待をして、

今後の交通政策の具体的な政策を披露していただける、明らかにしていただけるもんかな

という中で、昨年１年の調査研究事業の具体的な施策への内容とかが成果として現れてい

るなら、そこをまずお答え願ったらと思うんですが、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 この新たな総合交通体系の調査研究事業につきましては、名古屋大

学と公共交通の整備に関するコンサルティング契約を結びまして、米子市の公共交通に対

する総合的なアドバイスをもらう事業です。アドバイザーの名古屋大学の加藤教授は政府

の交通政策審議会の委員も長らく務められておりまして、国の政策に精通している上、全

国多くの公共交通の改善事例にも関わっておられます。また、令和元年度には鳥取県西部

地区のバスナンバリング事業のコンサルティング契約を県と結びまして、西部地区には

度々来ておられまして、その経緯で米子市のコンサルティング契約を結んで、アドバイス

をいただいたところです。昨年度につきましては、加藤教授に何回か来ていただきまして、

現地点検やバスに実際に乗ったり、路線の状況を見たりなどをして、いろんなアドバイス

をもらい、施策に反映しているところでございます。 

 具体的にどういう施策に反映しましたかということですと、今年度の６月補正におきま

して、ＹーＭａａＳやだんだんバスの新ルート、あとはノーマイカー運動、バス停名の統

一などにつきましてアドバイスをもらいました。ほかにも幾つかアドバイスをもらいまし

たが、ちょっと事業者との調整がまだ終わっていないものもありまして、事業者等との調

整が終わりましたら、また順次できるところから取りかかっていくというふうな感じに考

えております。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 口頭でヒアリングもさせてもらった中で、中身が口頭であるんですが、やは

り何か冊子とか印刷物でこのような研究成果が報告できます的なものはないでしょうか。

ちょっとここが事前に聞いてなかったところですけれども、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 石上課長。 
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○石上交通政策課長 先ほど言いましたように、この事業はコンサルティング、アドバイ

ス事業でございまして、加藤先生からアドバイスをもらうまでの契約でございますので、

書き物とかはございません。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 何回も足しげくっていうんでしょうか、現地に出かけてきてもらったり、ほ

かのところでは中央の会議のメンバーであったりして、知見が非常に高い方ということの

アドバイスというものが、やはり何らかの形で報告とかに出てきて、今は事業にこれから

もつなげるとは言われますけれども、そこのところが具体的に見えないものですから、こ

うやってこういう場で聞くしかないので、非常に物足りなさを感じるわけですけれども、

成果ですと担当課が言われるなら、やはりきちんと見えるようなもので成果品として表し

ていただければと思うんですけども、どうでしょうか。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 加藤先生につきましては、今年度も引き続きいろいろ来ていただい

て報告をいただきまして、完全にまだ完結したアドバイス、計画、調査研究事業が終了し

たというふうな感じにはなっておりませんので、これにつきましては、来年度策定します

公共交通ビジョンの改訂版の中に盛り込むことで明らかにしていきたいというふうに思っ

ております。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 そこのところが肝なところだと思うんですが、来年度以降の事業につなげる

というものの一つに具体的なものが表れてくるかなと思いますので、そこに期待をしてお

きたいと思いますので、以上、質問終わります。よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 次に、２５ページ、事業番号４９番、高齢者バス運賃助成事業について

質問を行います。 

 岡村委員。 

○岡村委員 この事業の中で、まず高齢者運転免許自主返納者バス利用推進補助金という

のがあります。もう一つ、高齢者バス定期券助成補助金、この２つが書いてあるんですけ

ども、最初のバス利用推進補助金というものの事業概要、どういった内容になってるのか

っていうものをお示しいただきたいと思います。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 １番の高齢者運転免許自主返納者バス利用推進補助金といいます

のは、平成３０年度から開設しております補助金で、運転免許を返納した７０歳以上の方

に、１年間に限り、グランド７０といいます西部地区の路線バスが乗り放題の定期券、６

か月定期を１,０００円で販売するという事業です。（２）番の高齢者バス定期券助成補助

金につきましては、昨年度、新規事業で上がりましたもので、免許返納という条件なしに、

７０歳以上の米子市民であれば、どなたでもグランド７０を半額の１万３,１００円で６か

月定期が買えるというふうな補助事業となっております。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 分かりました。まず、自主返納者バス利用推進補助金についてですけども、
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平成３０年度からの件数が書かれてございますけども、こういった件数についてはどうい

うふうに評価されてますでしょうか。例えば、思ったより利用が多いなとか、少ないなと

かあると思うんですけども、そこら辺の評価について、どういうふうに捉えておられるの

かお伺いします。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 平成３０年から始めました制度で、令和元年度に利用が跳ね上がり

ましたのは、令和元年度、高齢者の運転による事故等がマスコミを騒がせました関係で、

あの直後からかなり返納者が増えまして、こういう２５５人という前年比かなり大きな増

加となっております。今年度、減りましたのは、それが落ち着いたのと、やはりコロナに

よりまして、一番密室な自家用車を手放すのが高齢者にとってマイナスじゃないかという

ふうな考えもあったと思いますが、そういう感じでちょっと昨年よりも減ったんではない

かというふうに思っております。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 大体、運転免許返納者のうち、こういった補助金を活用されてるケースって

いうのはどのくらいの割合を占めてるのかっていうのは調べておられますでしょうか。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 令和２年度の運転免許自主返納者、米子市分が６０９人となってお

ります。今回の運転免許自主返納者の推進事業での定期券の利用者が１８０人ですので、

その割合というふうな感じになります。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 分かりました。よく聞く話なんですけども、本当に特に都会地と違って、公

共交通機関の乏しい田舎のほうでは、なかなか運転免許証、家族からは返納せえ、返せと

言われることも、いろいろ医者に行くにも買物に行くにも不便だから、どうしても免許証

は放せないんだという声はよく聞くと思うんです。そういった点で、例えば自主返納って

いうものを促す上でも、バスだけでなく、例えばタクシーの利用券をとかっていうのはよ

く聞く話なんですけども、そこら辺はどういうふうに捉えておられるんでしょうか。 

○奥岩分科会長 八幡総合政策部長。 

○八幡総合政策部長 今、岡村委員さんがおっしゃられましたように、このバスの利用、

そしてタクシーも、いろいろとそういう声というのは伺っているわけでございます。ただ、

私どもといたしましては、やはりまずは自主返納者に対するバスのこの制度を広く、先ほ

ども課長が申し上げましたように、大体利用が３分の１にとどまっているというようなこ

ともありますので、そこをまずは積極的に広報していきたいかなというふうに思います。

それで、公共交通の活用につきましては、これは皆様方から、今日様々な御指摘をいただ

きました、本当に的確なる御指摘だというふうに思っておりますが、やはりもう一つ考え

ていかなきゃいけないのは、これはもうみんなで支えていかないと、市役所だけがいろん

な計画をつくって頑張る頑張ると言っても維持できません。結果、今の公共交通がこうい

う状況になったのは、簡単に言えば乗られる方が少なくなって、それでやっぱり本数が減

って、それでまた乗られなくなるという悪循環です。この悪循環を断つために、今、国の
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ほうとしても、課長が申し上げましたように、公共交通の計画と、そしてあわせて、岡田

委員さんから御質問がありました立地適正化計画、これを両輪で、やっぱりまちづくりの

根本から変えようという流れになっております。どうか皆さん方におかれましても、この

公共交通の大切さというのは、やはり私どもと一緒になってぜひ御協力をいただいて、市

民の皆さんに御協力をお願いするというようなことをぜひお願いしたいと思っております。

岡村委員の質問でございますけども、そういう声をたくさんいただいておりますが、その

中で私どもとしては、できることをこれからも、できることについてやらせていただけれ

ばというふうに考えているところでございます。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 要望になりますけども、やはりこういった自主返納者に対する補助金ですと

か、７０歳以上の方のバス定期、こういったものがあるということの広報をもっともっと

市民のほうに積極的にやっていただきたいというふうに要望しておきたいと思います。以

上です。 

○奥岩分科会長 次に、岡田委員。 

○岡田委員 今、岡村委員のほうからも聞いていただきましたので、私からは当初の予算

と決算がかなり離れているんですけれども、これは単純に想定よりも下回ってしまったと

いうことでよろしいんでしょうか。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 高齢者自主返納につきましては、コロナ等で減ったことにより想定

よりも下がったということと、あと２番の高齢者向け定期券補助につきましては、新規事

業ですので、近隣市等を参考に見込みました、その見込みがちょっと過大であったのと両

方で、予算と決算の相差が生じたと考えております。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 そうしますと、これはそもそも運転免許の自主返納ですので、自主返納その

ものを促進してるわけではこれはないんですかね。いかがでしょう。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 自主返納促進というわけではなくて、促進も一部ございますけども、

高齢者の移動手段の確保ということが大前提の、第一の目的の事業です。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 要は、交通事故なんか見てもらっても高齢者の方の交通事故が多いっていう

ことで、高齢者の方に、当然強制することはできませんので、御自分で自主的に返納をし

ていただきたい。これは当然ですけど、運転してると便利なものですから、本人は、私の

親なんかもそうなんですけども、なかなか自分からもう運転をやめるということがないも

んでして。ただ、例えば家族や何かから見ると、ちょっと大分怪しいなというようなとこ

ろもあったりして。現実に交通事故に占める高齢者の割合が高いわけですから、高齢者の

方には、個人差というのが非常に大きいんですけれども、全体としては自主返納を促進と

いうか、自信のない方には免許を返納していただいて、なおかつ、そういった方が今度の

公共交通の担い手というか、公共交通のほうをぜひとも利用していただいて、公共交通の
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継続のためにぜひ貢献をしていただきたいということだろうと思うんですけれど、先ほど、

いわゆる自主返納に関しては促進という側面は小さいということだったんですけど、ちょ

っと打合せのときにも聞かせてもらったんですけども、米子市の高齢者の方の中で免許取

得者がどれぐらいおられて、例えば６５歳から７０歳までが何名ぐらい、７０歳から８０

歳が何名ぐらい、８０歳以上の免許を取得している方が何名というような、その数字とい

うのは把握をしておられるのかどうかを伺いたいと思います。 

○奥岩分科会長 石上課長。 

○石上交通政策課長 運転免許の保有者数でございますが、６５歳以上の米子市の免許保

有者数は２万５,１９９人というふうになっております。６５歳以上人口が４万２,９９８

人、８月末現在でそうなっておりますので、率にしますと５８.６％の方が免許を持ってお

ります。あと、５歳刻みの免許保有率を言いますと、６０から６４ですと９３.１％、６５

から６９で８８.５％、７０から７４で７７.２％、７５歳以上で３６.７％というふうな保

有率になっております。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 そこに対してちょっと数値目標を設けようと思うと、かなり精査をしていか

ないといけないことになるんだろうと思うんですけれども、当然ですけど、ある一定の年

齢以上の方であれば、例えば７５歳以上、８０歳以上の方であれば、免許を持っておられ

ても、一定数の方は運転をされるのはなかなか、今、更新の手続なんかもあると思うんで

すけれど、そうはいっても、交通事故に占める高齢者の方の割合が高い現状を見ると、や

っぱり一定の割合までは引き下げるといいますか、どこまで具体的に言っていけるのかっ

ていうところはあると思うんですけれど。片一方で、公共交通を維持していくというは側

面があるわけですから、ぜひとも高齢者の方は、免許を返して家に引き籠もりがちになる

というのは一番よくないパターンなんですけれど、ぜひとも積極的に公共交通を使っても

らえるように、先ほど部長もおっしゃいましたけれど、これはどういうふうに維持してい

くのかっていうのは、行政だけでも駄目ですし、事業者だけでも駄目ですし、利用者の方

がどういう考えに基づいて行動を取っていただけるのかというところがやっぱり大きいん

だろうと思うんで、この高齢者のバス運賃助成事業っていうのは、そういう面でも公共交

通体系をどう維持していくのかということにも大きくリンクしている事業だろうと思いま

すんで。全ての令和２年度の事業に関してはそうですけど、コロナという影響がかなり色

濃く出た年度ではあったんですけれど、これもどこかの形で終息していくということを考

えれば、令和２年度のことを捉まえて、次年度以降に、特にこの公共交通をどう維持して

いくのかっていうのは、これはある意味永遠の課題でもありますから、この助成事業に関

しては、広報等も含めまして、ぜひとも続けていただけるように、これは指摘をしておき

たいと思います。 

○奥岩分科会長 次に、８ページ、事業番号１５番、男女共同参画推進関連事業について

質問を行います。 

 岡村委員。 

○岡村委員 この事業については、昨日の総括質問で取り上げて了解しましたので、取下



－19－ 

げをお願いします。 

○奥岩分科会長 はい。 

 続きまして、３０ページ、事業番号５９番、人権教育推進員設置事業について質問を行

います。 

 岡村委員。 

○岡村委員 まず、お伺いしますけども、内訳として、人権教育地域懇談会３０回という

ふうな形で書いてありますけども、令和元年度が７８回ということで、やはりコロナ禍の

影響というものは否めないというふうに考えますけども、そこら辺の状況についてお伺い

します。 

○奥岩分科会長 河田人権政策監。 

○河田人権政策監兼人権政策課長 人権教育地域懇談会の開催状況についてでございま

す。令和２年度前半はコロナ禍で開催を見合わせましたが、後半については各地区、人権

同和教育推進協議会の皆さんと状況を見ながら開催や延期などの判断をしたところでござ

います。開催に当たりましては、人数制限や広い会場への変更、時間短縮、それから参加

者同士の話合いは行わないなどの感染防止対策を徹底いたしました。なお、開催実績とい

たしましては、１８地区で、先ほどありました３０回、それで４９５人の御参加をいただ

きました。また、令和３年度の開催につきましては、鳥取県版新型コロナ警報を開催の可

否判断の目安にしながら、開催に向けて各地区で協議を行っていただいているところでご

ざいます。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 よく小地域懇談会ということで、実は私どもの自治会も当番になって、開催、

今年度やらなきゃいけないという状況になるんですけども、本当にコロナ禍の中でどうす

るのかということがよく話し合われるところなんです。そういったところで、先ほど参加

者同士の話合いは行わないというふうなところっていうのがありましたけども、そういっ

たことで本当にこの会の目的が達せられるんだろうかというふうに、私自身はちょっと疑

問に思っているところです。そういったところも含めて、やはり会の持ち方、在り方とい

ったことについては、よくまた検討をお願いしたいというふうに思います。 

 それと、お伺いしますのが、決算額についてですけども、この開催回数などが激減して

いる中で、決算額っていうものはほとんど変わってないといった状況になっていますけど

も、これについてお伺いします。なぜそうなのかということを。 

○奥岩分科会長 河田人権政策監。 

○河田人権政策監兼人権政策課長 決算額の内訳についてでございますが、１,７１６万

９,０００円、全てが人権教育推進員の人件費でございます。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 人権教育推進員の人件費ということなんですけども、この人権教育推進員っ

ていうのは何人いらっしゃって、例えばどういった経歴の方とか、どういった資格を持っ

てる方とかっていうのがお就きになってるんでしょうか。 

○奥岩分科会長 河田人権政策監。 
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○河田人権政策監兼人権政策課長 人権教育推進員の人数と経歴ということでございま

すけれども、昨年度は６名、今年度は、コロナ禍ということもありましたので５名で運営

をしているところでございます。経歴につきましては、競争試験により採用しているとこ

ろでございますので、意欲のある方というところを判断基準にしております。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 これについても要望なんですけども、意欲のある方というふうな形で言われ

ましたけども、それももちろん大事なわけですけども、本当に人権ということ、そういっ

たものについて、何らかの基準というか、ある程度のことを習得されているとかというの

が判断基準にやはり一つ加えていくべきだというふうに思いますので、そこら辺の検討も

またよろしくお願いいたします。以上です。 

○奥岩分科会長 次に、同和対策・固定資産税の減免について質問を行います。 

 岡村委員。 

○岡村委員 これについても、昨日の総括質問で取り上げて、了解しましたので、ここで

は取り下げさせていただきます。 

○奥岩分科会長 はい。 

 続きまして、１０１ページ、事業番号２０１番、伯耆古代の丘公園整備事業について質

問を行います。 

 安達委員。 

○安達委員 伯耆古代の丘整備事業について伺いたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。事前に質問を投げかけたところで、意見交換をしたところもありますけれども、本

来的な事業の中身として、にぎわい創出ということを聞かせてもらっていますので、その

にぎわい創出に向けた整備事業そのものの中で、利用増が一つ成果の中で見受けたもので

すから、ここに関わって、その要因とか分析をできるだけ細かく取っておられたら、その

ことをまず伺っておこうかなと思いますので、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 山浦淀江振興課長。 

○山浦淀江振興課長 利用者増につながりました要因と分析についての質問ということ

でお答えさせていただきます。伯耆古代の丘公園は、旧淀江町の特色の一つであります史

跡というものに触れまして、また大賀ハスをはじめとしました約４０種類の古代ハスなど、

古代をテーマにした花を植えてある公園でございます。これらは、古代をテーマに親しみ、

憩い、体験などができる公園として平成７年に開園いたしました。しかしながら、開園か

ら二十数年以上が経過しまして、施設の老朽化が進行し、利用者も年々減少してきたとい

う状況がございました。この点を踏まえまして、私ども、淀江振興課ですけれども、平成

３０年から伯耆古代の丘公園を含む周辺のにぎわいづくりに向けた考え方をまとめました

伯耆古代の丘エリア活性化構想、この策定に取り組みまして、その中で公園の再整備に向

けた考え方として、ターゲット層、特に子ども連れのファミリー層、こちらが気軽に利用

できて、懐かしさや非日常的な気分を体験できる公園となることを目指しました。その中

で示しました再整備等につきましても着手可能なところから年次的に実施しておりまして、

これから行った施策としましては、入園料の無料化を平成３１年の４月から取り組んでお
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ります。また、園内樹木の伐採による見晴らしの改善は、これは令和元年１月から着手し

ております。それから、地域住民との協働で、お祭り広場、芝生の植栽のところは令和元

年の６月から、こちらのほうは取り組んでおります。園内トイレの洋式化やお祭り広場へ

の遊具の設置、またフリースペースの造成などは、令和２年度の事業として行わせていた

だいております。 

 利用者増の主な要因としましては、入園料を無料化したことによりまして、より気軽に

立ち寄れる公園になったこと、保育園の定期的な利用や、このコロナ禍におきましては、

県内の小学校の修学旅行時の立ち寄り先としての利用をいただいたということがあります。

また、芝生広場の再整備や遊具の設置により、乳幼児連れの親子の利用が、これが増えた

というふうに伺っております。また、芝生広場の芝の感触が非常に軟らかく、評判がいい

ということもございます。４点目としましては、芝生広場の緑と周辺の紅葉のコントラス

トがよいという評判をいただいておりまして、秋の利用者が増加したという点もございま

す。また、５点目としましては、再整備方針に従って植栽管理を行ったことにより、公園

の特色の一つである古代ハスの開花時期が、これが開花状況がよくなりまして、ハス月間

と位置づけてハス祭りを開催しております７月の入園者数が過去最高を記録したというよ

うな分析をしております。以上です。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 かなり細かいところまで数字を出してお聞きしました。私、あんまり広場全

体を散策することもないんですけれども、家族が非常に好んでいまして、ハスは特に時期

がありますから飛んでいくんですけれども、そういったときの、今お聞きしますと、かな

り利用増が結果で表れたっていうこともあって、人気に今後もつなげていただければと思

うんですが、いろいろ企画を練られて、実行されたというところですけれども、見方を変

えて、今度はリピーターとか新規な顧客、作品展示とか、そういったところの視点でどの

ような分析があったか、ちょっと先ほどの中にあったのかはっきり分からないところがあ

りますので、自分の見方としては、リピートを大事にしてもらえればと思うんですが、そ

ういった分析は成果の中に表れたのかどうかお願いします。 

○奥岩分科会長 山浦課長。 

○山浦淀江振興課長 リピーターまたは新規顧客の傾向とか獲得に向けた動きというこ

との質問ということでお答えさせていただきます。伯耆古代の丘公園では、園内の樹木等

の開花時期に合わせましてイベント企画を開催し、集客に努めております。ちょっと例示

的に申し上げますと、４月にはさくら祭り、７月にはハス祭り、秋はイベントシーズンで

もございますので、サイクルカーニバルや、あと秋麗ウォークの会場等への場所提供とい

う形で集客に努めております。こちら、それぞれ集まった方には、新たに公園の存在を知

っていただくということと加えまして、リピーターにつなげて、好んで来ていただけるよ

うなところの働きかけをしていきたいと思っております。 

 また、芝生広場の整備手法としまして、保育園児や学校関係者など、地域の方々の参加

によりまして、協働での植栽を行いました。このことが保育園にも定期的に利用していた

だいていることにつながっているということで、それがリピーター獲得ということに、大
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きな要因となっているというふうに考えております。 

 また、公園管理者への聞き取りにしましては、平日でも天気のいい日などは高齢者の親

子連れの方であったりとか、あと乳幼児連れの親子とか、そういった姿が多く見受けられ

ることが以前よりも増して増えてきたというお話も伺っておりますし、また小中学生、こ

ちら近隣の小中学生だと思われますけれども、自転車で来園する姿ということが以前より

も増えてきたというふうに伺っております。以上です。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 もう１点、見方を変えてですけれども、周辺には様々な利用施設、見学施設

も含めて、公園に関わる史跡公園とかがあるわけですが、そういった周辺とのいわゆる周

遊的な利用っていうのはどのようなことだっただろうか。もし、分析しておられて、そう

いった顧客も入場に実績で表れたというものがあれば、ここももう少し、昨年の実績とし

て上げておられるならお聞かせ願いたいと思うんですが、どうでしょうか。 

○奥岩分科会長 山浦課長。 

○山浦淀江振興課長 周辺施設の関係性につきましてちょっと説明させていただきます

と、伯耆古代の丘活性化構想の中では、伯耆古代の丘公園とその近隣施設であります淀江

ゆめ温泉、上淀白鳳の丘展示館、史跡の古墳群や県立むきばんだ史跡公園などを含めまし

て、伯耆古代の丘エリアの中心施設というふうに位置づけて取り組んでおります。それぞ

れの施設の集客やにぎわいづくりに向けたイベントなどを行う際には、企画や情報発信の

相乗りを行ったりとか、開催日程を調整して相互に面的に集客を得られるような取組、そ

れで、なおかつエリア内の滞在時間を延ばすようなことにつながるような、エリア全体の

にぎわいづくりに取り組んでおります。 

 例を挙げますと、県立むきばんだ公園のところのむきばんだまつりの同じ日に彼岸花ま

つりを開催会場を周遊できるようなウオーキングイベントを開催したりとか、そういった

ことで、相互に人数の獲得、人にたくさん訪れてもらうようなきっかけづくりということ

に努めております。令和２年度につきましては、むきばんだまつりが中止となりましたの

で、そういった働きかけはできなかったんですけれども、今後もそういったことを続けて

いきたいと考えております。以上です。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 コロナ禍で大きな影響を受けて利用が減る施設もあったりするわけですけ

れども、昨年実績では、利用がいろいろなところで分析結果が増になったというのを聞い

ておりますので、今後も、先ほども言いましたが、リピートをする客を大事にしていただ

いて、つないでいただければという、利用をしていただける施設かなと思うわけですから、

ぜひそこは今後のこともちょっと含めて話しましたけれども、昨年実績をうまく利用増に

つなげていただけるように、今後も一層工夫をお願いしたいと思いますので。以上で質問

を終わります。 

○奥岩分科会長 次に、今城委員。 

○今城委員 質問していくことは、今、山浦課長、全て話していただきました、結構です

ので、意見だけ述べたいと思います。 
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 先ほどおっしゃってくださった、また活性化構想とかをきちっと出していただいた上で、

副市長もあえて入園料無料化をして、便益施設もきちっとした上で、利用してもらう施設

にして、周辺のにぎわいをしっかりつくっていくんだっていうことをおっしゃってくださ

って、本当に無料化大丈夫なのかなって思いながら、でもやるんですって力強くおっしゃ

ってたことが功を奏しているんだなっていうふうに、この利用人数を見ながら、ちょっと、

よかったなというふうに思いました。 

 今回の決算額っていうのは、施設の修繕費が相当数入っていますので、金額が大きいも

のになっていますが、これによって利用者や、またエリアのにぎわいということが目的に

しっかり沿っていくっていうことでしたら、とてもよかったなと思うことと、次年度以降、

本年度ですけれども、金額は委託とかそういう形での必要な部分だけになってきていると

思いますので、費用対効果も見ていけるのかなというふうに思っていますので、このよう

な形での有効なものが増えていきますように、よろしくお願いします。以上です。 

○奥岩分科会長 以上で総合政策部所管部分の審査を終了いたします。 

 予算決算委員会総務政策分科会を暫時休憩いたします。 

午前１１時２３分 休憩 

午前１１時２５分 再開 

○奥岩分科会長 予算決算委員会総務政策分科会を再開いたします。 

 それでは、議案第９０号、令和２年度米子市一般会計等の決算認定についてのうち、総

務部所管部分を議題といたします。 

 引き続き、発言通告書一覧表２ページを御覧ください。 

 決算に係る主要な施策の説明書の１３ページ、事業番号２５番、つながる・深まる、米

子サポーターメールマガジン活用事業について質問を行います。 

 蒼生会さん、稲田委員。 

○稲田委員 では、早速伺います。開封率についてお尋ねしたいと思います。事業の成果

のところにそれぞれ記載がございますが、このことについて説明お願いいたします。 

○奥岩分科会長 角秘書広報課長。 

○角秘書広報課長 つながる・深まる、米子サポーターメールマガジン活用事業の開封率

についてでございますが、このメールマガジンは、毎月最終金曜日に配信しております月

例のメールマガジン、こちらのほうの平均開封率が２６.５％、そして令和２年度に２度配

信を行いました特別版、一つがふるさと納税に関するメールマガジン、もう一つが宿泊応

援キャンペーン、このそれぞれの平均の開封率ですけども、４４.６％でございました。 

○奥岩分科会長 稲田委員。 

○稲田委員 月例のほうは、まあこうなんでしょうけどね、特別だと上がるんであれば、

もっと特別を増やすという手もあったのかなとか思いますが、開封率なので、恐らくです

が、メールが来てクリックしたよ、までが開封率かなと思いますので、その受け取られた

方がどこまで読んだのかっていうのは、恐らく統計の取りようがないことかなとは思って

おります。 

 次なんですけれども、以前ふるさと納税された方ということでいいと思うんですが、に
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対しても送っておられると思いますが、要はふるさと納税との相乗効果を、私、期待する

部分もあるものですから、その相乗効果についてお尋ねしておきたいと思います。 

○奥岩分科会長 角課長。 

○角秘書広報課長 メールマガジンのふるさと納税との相乗効果についてでございます。

まず、ふるさと納税の申請時に、メールアドレス、この二次利用について承諾していただ

いた方に対してメールを送っておるところでございますが、あわせまして、米子ヨネギー

ズクラブ会員等の米子のファンにお送りしていますメールマガジン、この内容につきまし

ては、本市のふるさと納税をはじめとしまして、観光、就職、移住定住情報や地域ニュー

ス、盛り込んだものを配信しております。それにより、関係人口の拡大・深化を図ってい

るところでございます。まず、ふるさと納税を入り口としまして本市とつながってくださ

った方々に対しましては、このメールマガジンを通じまして、米子に対する愛着を醸成す

ることで、さらなる寄附を促進することなど、関係性の深化を図っているところでござい

ます。もう一つ、メールマガジン、こちらのほう入り口となって本市とつながってくださ

った方々、こちらに対しましては、メールマガジンを通じてふるさと納税情報等を発信す

ることによりまして、寄附等の行動化の促進を図っているところでございます。 

○奥岩分科会長 稲田委員。 

○稲田委員 この施策の目的は、多分事業名にそのまま出ていますよね、つながる・深ま

る、米子サポーターメールマガジン活用事業なので、米子のことをより深く理解していた

だいて観光につなげる、あるいはふるさと納税、寄附者に送っているということは、ふる

さと納税、また今年もお願いしますよということかと思います。そのことに対して、とは

いえ、開封率は統計として取っているんだけれども、そのメールを通じてクリックしてい

って、最終的には泊まっていただいたとか、納税いただいたまでは恐らく統計を取られて

ないものと理解はしております。 

 これは要望ですけれども、昨日の予算決算の全体会でも、ふるさと納税の数字の落ち込

みということは非常に話題に上がり、それぞれの委員さんがいろいろと指摘をされました。

私もそれと考えを同じにするところです。秘書広報課がふるさと納税額を目標にするのは、

ちょっとこれは的が外れていますので、今後も連携を取っていただいて、要は一度ふるさ

と納税された方のほうが、新規で獲得するよりもより米子のことを分かっていらっしゃる

ので、リピートしていただけるほうが高いのではないか、観光もそうなんでしょうけれど

も。そういったフィードバックを取るのを、商工課、経済部だけではなくて、秘書広報課

もお手伝いされたらどうかなと思っておりますので、その点は要望しておきます。以上で

終わります。 

○奥岩分科会長 次に、２ページ、事業番号４番、本庁舎設備等整備事業について質問を

行います。 

 岡田委員。 

○岡田委員 ここに書いておりますとおり、令和２年度で全体計画の中で、ある程度めど

をつけられた、来年度の空調関係でめどが立つということだろうと思うんですけど、全体

の中でどの程度やろうと思っているものの中で、この令和２年度で進捗が完成したのかっ
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ていうのをお聞きしたいと思います。 

○奥岩分科会長 松本総務管財課長。 

○松本総務管財課長 全体計画の中での整備の状況ということでございます。本庁舎の修

繕等につきましては、個別施設計画を基に進めております。小規模な修繕を除きまして、

将来計画しております大規模回収に併せて実施をすることを原則としております。しかし

ながら、今お話にありました空調につきましては、昨今の温暖化の対応が非常に困難にな

ってきているという状況を鑑みまして、早急な対応が必要であるために前倒しでしており

ます。こちらの整備につきましては、令和４年度に空調の整備が完了する予定でございま

す。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 それで大体全体の中でのものが完了するということで、先ほど課長もおっし

ゃいましたけれども、将来的な大規模改修というものを見据えて、それまでにある程度や

っていくことはやっていく。二重投資にならないようにということで、ただ、本庁舎の大

規模改修っていうことは、当然ですけど借地の問題の解消ということが大前提であります

ので、そこがきちっと解決をすれば大規模改修になっていくと。ですので、早い段階で大

規模改修になるというのが二重投資にならなくて本来いいんだろうというふうに思うんで

すけど、ただ、先ほどおっしゃったように、今、現に働いておられる皆さん、そして市民

の皆さんにも来ていただくわけですから、当然ですけれどある程度の改修っていうことは

していかないといけない。先ほどおっしゃいましたけど、空調設備もだんだんと効きが悪

くなってきた。空調設備もついてない小中学校の特別教室もあるんですけども、ここは、

ついてはいるけども効きが悪くなったということで、改修をされるということで、それは

それでいいと思うんですけど。私は、ある程度二重投資になっても、やらないといけない

ことはやらないといけないと思うんですけれど、ただここに関しては、やっぱりきちっと

精査をしていただくということが重要になる。もともと根本に返っていくと、副市長は特

にそうでしょうけども、大規模改修に向けての道筋をきちっとつけていかれるということ

がやっぱり大前提になっていくんだろうと思うので、そこは期待を込めて要望しておきた

いと思います。 

○奥岩分科会長 次に、１５ページ、事業番号２９番、米子ゴルフ場整備事業について質

問を行います。 

 安達委員。 

○安達委員 米子ゴルフ場整備事業のことで質問をさせてもらいます。ここの施設という

のは、基本的に顧客サービスを提供する施設というふうに理解して、その整備事業だとい

うことなんですが、この質問を上げるところで、意見交換をする中で、若干、私の認識が

不十分なところがあったんで、冒頭に掲げておりますこの質問項目のところでは、設備と

いう言い方が妥当なのかなと思っております。施設の管理というのでなくて、設備という

理解でというふうに言われたように思うんですが、そこはそこで、いわゆる設備を業者に

お貸しして、それを運営してもらってるんだというところの理解で進めようと思いますが、

昨年度の成果というところで、いわゆる管理者と、整備に当たって、運営するに当たって、
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いろいろな協議があって昨年１年を終えられたと思うんですが、この相手業者さんと、契

約期間とか修繕の負担割合ですか、そういったものや修繕の計画、そういったこと、そし

てまた過去の修繕実績とかがあると思うんですが、昨年１年を振り返りながら、そのよう

な協議内容はどのように本来進めておられたのかを聞かせていただいて、それから質問に

移ろうと思いますので、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 松本課長。 

○松本総務管財課長 米子ゴルフ場の整備、整備といいますか設備でございますね、それ

についての御質問でございます。まず、米子ゴルフ場につきましては、土地、クラブハウ

ス等の設備、建物、こちらのほうを株式会社チュウブ様と米子ゴルフ場土地施設等賃貸契

約という形で契約を締結しております。契約期間につきましては、平成２９年４月１日か

ら令和９年３月３１日までの１０年間で現在締結をしております。この契約及び、それぞ

れ協議を行っておりますけれども、その中の市の修繕の負担分ということは定めておりま

す。具体的には、松枯れ被害対策及びそれに伴う植樹でありますとか、昇降式防球ネット、

球が外に出ないようにネットが高い位置にありますけれども、そのネット及びクラブハウ

スの主要部分の修繕。主要部分といいますのは、電気設備でありますとか、給排水、空調

設備などを含みます、これに係りますいわゆる大きな大規模な修繕については、米子市の

負担としております。 

 修繕につきましての年次的な計画と申しますか、どのように進めているかという部分で

ございますけれども、株式会社チュウブ様に、修繕が必要な箇所ということで設備のリス

トを提出いただいております。そのリストを基に協議を行いまして、年次計画を作成し、

また必要に応じまして、毎年、その計画の見直しなども含めまして実施をしておりまして、

必要な工事を行っております。 

 修繕の実績ということでございましたけれども、令和２年度の実績につきましては、散

水ポンプの改修工事に伴います設計と実施工事で１,３２２万２,０００円、クラブハウス

がちょっと雨漏りをしましたので、それの改修工事でありますとか、受水槽の水漏れ、こ

れらの修繕につきまして１３７万４,０００円、合計１,４５９万６,０００円を支出してお

ります。以上でございます。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 ちょっと項目で事前にいろいろ意見交換した中で教えてもらったところで

すけれども、最初に戻りますけれども、賃貸借の契約期間が１０年間ということで、最終

年が令和９年３月３１日で１０年間ですというふうに答えてもらったと思うんですが、こ

の期間というのも、考えてみれば結構１０年間って長いなあと思いながら、いろいろ意見

交換をさせてもらいました。 

 それと同時に、自分も国道４３１号を時々通って淀江とか日吉津のほうに行く用がある

んですが、ウイークデーも含めて土日も利用者が非常に多いなあということも感じてます

し、コロナ禍でっていうと、いろいろなことで利用が減るところがあるんですが、屋外施

設のこともあって利用があるのかなというのと、自分の知り合いの人が結構あそこの利用

をされるようでして、いろいろな企画をされて、利用者も非常に多いこともあって、大変
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にぎわっているっていうふうに聞くんですけれども、この利用実績っていうのはどのよう

に捉えておられるかを、ここもお聞きしておこうかなと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

○奥岩分科会長 松本課長。 

○松本総務管財課長 米子ゴルフ場の利用者の実績ということでございます。過去３年分

をちょっと調べて整理をしております。平成３０年度につきましては１年間で４万１,１５

９名、令和元年度４万４９３名、令和２年度３万９,８０６名となっておりますので、年間

を通しますと、僅かではございますが減少の傾向がございます。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 減少の分析ができればと思って、お聞きしようと思ってたんですが、僅かな

がらの減少なのでそこまではないのかなと思うんですが、先ほども言いましたように、高

齢者は割とグラウンドゴルフとかをされる方は結構見受けるんですが、本格的なゴルフ場

で利用される方も結構あるんだなと思っております。そして、利用される方、先ほど言い

ましたが、割と高齢者なんですけれども、利用しやすいというようなことも言われておっ

て、企画も結構いいのかなと思ってます。これからも、まだ契約期間の途中ですので、利

用状況が、今後も、どのように企画立案されるか分からんですけれども、利用状況も含め

て、修繕工事とかも計画的にやっていただければと思いますので、ここは要望に変えてお

きます。以上です。 

○奥岩分科会長 次に、３ページ、事業番号６番、自主防災組織育成事業について質問を

行います。 

 今城委員。 

○今城委員 自主防災組織の育成事業の成果という中で、ただ、それぞれ１番、２番にあ

る助成金の関係っていうのは、組織をつくってくださったり、また実際のいろんな訓練と

かに使っていくというような形だということは承知しておりますので、この３番目のとこ

ろ、防災士の養成っていうところで、目標値を立ててやっていきますっていうことをおっ

しゃってくださっております。現状として、目標に対してどこまでどのような形で進んで

いるのかというところを、具体的な成果ということで伺っておきたいと思います。 

○奥岩分科会長 佐小田防災安全監。 

○佐小田防災安全監 目標に対する養成が進み、どのような具体的な成果があったかとい

うことでございますが、防災士については、１００名の養成を目指しており、令和２年度

は１７名に防災士を取得いただいております。平成２８年から令和２年度までの養成者数

は７１名でございます。養成に当たって、消防団員や自主防災組織員など、地域の防災リ

ーダーとして地区防災を担っていただく方、また防災に関する部局の市職員にも防災士を

取得していただいており、それぞれの役割で活躍をしていただいているところでございま

す。 

○奥岩分科会長 今城委員。 

○今城委員 決算ですので、目標に向かって着々と進んでくださっているということで了

解いたしましたが、私は常々思っているんですけれども、市の職員の皆さんに防災士をし
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っかり取っていただくっていうことは、今おっしゃったとおりに、大事なことだなと思う

んですが、いざ災害時っていうときになると、市の職員の皆さんには、それぞれに防災士

であるという立場とともに、それぞれにはきちっとやるべき分掌というか分担があるって

いうことを考えますと、地元では地域の方で防災士でいてくださって、リーダーとして、

また様々な助言をしていただきながら動ける、実動というような形でできる方がたくさん

なっていくっていうこともやっぱり目指していくべきことかなというふうに思っていると

ころです。今、おっしゃってくださってる１００名の中っていうのには、市役所の職員の

方で取ってくださっている方もいるっていうことですので、この後、１００名が１回の目

標として終わった後に、じゃあ、その後どうするのかっていうこととかも今後の問題とし

て考えていく必要もあるし、この１００名の皆さん、またそこから大きく、またこの１０

０名のスタートよりも前に取ってくださってる方たちもたくさんいますので、米子市内の

中の防災士の皆さんのそのネットワークをどういうふうに活用し、どういうふうに地域防

災に生かしていくのかっていうのは、これは決算とはまた違うことになっていくと思うん

ですけども、せっかくお金を使って育成をしていくので、今度は自治としてそこをどう開

いていくのかというところにも視点を広げていただいた上での育成事業という形に今後お

願いしたいなと思いますので、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 次に、６ページ、事業番号１１番、防災ラジオ整備事業について質問を

行います。 

 まず初めに、今城委員。 

○今城委員 防災ラジオの整備事業ということで、８月の閉会中の委員会でも状況とか報

告いただいておるところです。今回、決算ですので、決算金額に対してっていうことで、

まず、コロナ禍で部品調達等、製作がちょっと遅くなってしまったために動きが遅くなっ

てしまっているということは、これまでの本会議、また委員会でも御報告いただいている

ところではあるんですけれども、４,０００台を購入するという、そしてそれを最大に活用

していくというところにおいて、少なからず現場できちっと最初の目標として配付してい

るところがあると思いますので、また有償で、購入というか貸与されているところとかも

あると思いますので、運用を始めてから数か月たっているというところを踏まえて、現場

でどのような活用され方、またどのような声とかがあったのか。７月、８月には災害等も

ありましたので、それを踏まえて、どういうふうになっているのかということをお聞きし

たいと思います。 

○奥岩分科会長 田中防災安全課課長補佐。 

○田中防災安全課長補佐兼危機管理室長 今、配付、貸与を行っている防災ラジオの活用

状況ですとか声ということでございます。まず、先ほど委員のほうからございましたが、

４,２５０台のラジオを準備をいたしまして、昨年度末から有償、無償での配付というのを

行っております。台数のほうでいいますと、有償での配付が４８３台、無償のほうが６５

８台の合計１,１４１台の配付ということとなっております。そして、無償の配付につきま

しては、主に自治会ですとか消防団といった地域防災の関係者の方、これに加えまして、

経済的に困窮をしておられる視覚障がい者の方ということで、一部要件を設けた形ではあ
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りますが、こういった方々に配付をしております。 

 配付後の声ということでございますけれども、御利用いただいてる方からは、悪天候で

も防災行政無線放送の内容が屋内でちゃんと聞くことができましたといったような声をい

ただいておりまして、防災情報の迅速、正確な入手につながっているのかなと。ひいては

地域防災力の確保、向上に役立てていただいているのではないかなというふうに考えてお

ります。なお、現在は貸与、配付につきましては一旦締切りをしておりますが、９月２８

日から再度配付の申込み受付を開始する予定としております。以上です。 

○奥岩分科会長 今城委員。 

○今城委員 承知いたしました。８月中にも報告いただいて、粛々と進めてくださるとい

うことが大事かなと思っているところなんですけれども、デジタル化していただいた防災

無線も、大雨とかのときには聞こえないっていう声がかなりありまして、やはり様々な補

完の方法がある中の一つとして情報の補完というところでこれは使っていただける大事な、

また有効なツールだと思ってますので、どれだけ残せばいいかっていうことはよく分から

ないんですけれども、聞こえないっていう声があるところで、これの有償だけどもってい

うところもしっかり広報していただきながら、しっかり活用していただくことが決算とし

て有効に使っていただく手だてになると思いますので、よろしくお願いします。以上です。 

○奥岩分科会長 次に、岡村委員。 

○岡村委員 この防災ラジオ、本当に確実に迅速な情報をキャッチできるといった点で大

事なものだというふうに考えるんですけども、先ほどありましたように、希望する市民に

は４８３台、それから自治会の消防団などに無償貸与が６５８台ということなんですが、

そこら辺を考えていく上で、先ほど視覚障がいを持っておられる方ということに無償貸与

の範囲を言われましたけども、例えば要援護のお年寄りの方などで所得が低い方、収入が

少ない方、そういった方などについても、やはり私は無償貸与の対象に広げていくべきで

はないかなというふうに考えるんですけど、そこら辺の考え方についていかがでしょうか。 

○奥岩分科会長 田中課長補佐。 

○田中防災安全課長補佐兼危機管理室長 無償での貸与の対象を広げてはどうかという

御提案、御質問であったかと思いますが、防災ラジオの賃貸料として頂戴をしております

２,０００円という金額、こちらにつきましては、ラジオの製作に係る費用の８割程度を市

が負担をすることによりまして、皆様に入手しやすい価格設定ということをさせていただ

いております。ラジオの入手という特定の受益がある市民の方には、ここの一部の御負担

については引き続きお願いをしたいというふうに考えております。 

 なお、防災ラジオ以外のいわゆる市販のラジオでも、あらかじめダラズＦＭさんに周波

数を合わせるですとか、そういった作業は必要ではあるんですが、お手持ちのラジオでも

防災無線の内容がお聞きいただけるというこの特徴につきましては、引き続き啓発周知に

当たっていきたいというふうに考えております。以上です。 

○奥岩分科会長 次に、６ページ、事業番号１２番、公共施設等マネジメント推進事業に

ついて質問を行います。 

 岡田委員。 
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○岡田委員 そうしますと、調査課が担当しておられるんですけれども、全体計画、個別

計画に対してどのような進捗管理を行っているのかをお伺いしたいと思います。 

○奥岩分科会長 足立調査課長。 

○足立調査課長 全体管理、個別計画に対する調査課による進捗管理についてでございま

すが、施設の在り方検討や廃止等に関する事項につきましては、公共施設総合管理計画及

び個別施設計画を踏まえまして、施設所管課が主体的に責任を持って取り組むことではご

ざいますが、調査課が助言等に関与することで計画の進捗を図ることとしております。ま

た、今年度につきましては、昨年度末に策定いたしました個別施設計画を精査した上で改

定いたしまして、またそれに合わせまして公共施設総合管理計画も改定することとしてお

ります。その中で、公共施設等の更新費用につきまして、年度ごとのばらつきの平準化や

財政負担の軽減といった課題に取り組んでいきたい、そのように考えておるところでござ

います。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 各個別施設計画は各課ごとにということになるんだろうと思うんですけれ

ど、これは公共施設の総合管理計画、全体としては２０％削減をしていくという目標があ

ったと思うんですけれど、そういった部分に関しては各課のほうで、うちのほうがこれ削

減しますよとかっていうことはなかなか言いづらい部分があって、当然議会のほうがチェ

ックをしていくということになるんですけれど。当局の中でやっぱり取りまとめるところ

が調査課だということでこれ出されてるんだと思うんですけれど、その辺りっていうのは

完全に全庁的に調査課のほうにそういった権限なりなんなりというものがあるという形に

なっているのか、たまたま調査課のほうが数値を取りまとめているだけで、個別にこの施

設計画の管理に対して進捗、これ遅いじゃないかとかっていうようなことが言えるような

状況では全くないっていうことなのか、これはどういうことなんでしょうかね。 

○奥岩分科会長 辻総務部長。 

○辻総務部長 先ほど調査課長のほうも申し上げましたけれども、やはりこれはリードし

ていく所管というものがないと進んでいかないものであるというふうに考えております。

委員さんのおっしゃるとおりであるというふうに思いますので、今の床面積の削減であり

ますとか進捗管理、あるいは経費の積算の仕方、その他もろもろですけれど、調査課のほ

うでしっかりとリードしていくようにしていきたいというふうに考えております。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 ここの事業だけ見ると、決算そのものも９万円という大きな金額ではなくて、

先ほど総務部長がおっしゃったように調査課のほうできちっとリードしていくということ

になると、当然それを調査課がリードするための裏づけというものをきちっと、これは市

長、副市長が全庁会議の中で明言をきちっとされるということになるのか、そこの辺りを、

要は特に個別施設計画で全体として削減をしていかなければならないということに関して

は、なかなか難しい部分があるんだろうと思っているんで、そこのところの権限がどこに

きちっと管理するのかということをやっぱり明確にしていただきたいと。国の省とかであ

ればなかなかやろうと思ってもできないことであって、米子市という単位ですから各課と
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か各部がある程度顔が見えますけれど、各省に国の中央の削減してくれなんて言ったって、

各省なかなか応じないですから。それを、米子市の場合は米子市としてやっていくんだっ

ていうことを打ち出しておられますので、ぜひとも、長い計画にはなりますけれど、副市

長から意気込みあたりを聞かせていただけると納得いたしますけども。 

○奥岩分科会長 伊澤副市長。 

○伊澤副市長 委員さんおっしゃるとおりであります。私も実は、前職のときにこの仕事

もやっておりまして、そのときのことをちょっと申し上げますと、県は営繕課というとこ

ろ、これは建築技師の世界なんですけど、営繕課を使って、総務部長が兼務してやると、

こういうルールになっておりまして、もちろん行革という大きな傘の下でやるということ

で、私自身がその責任者になっておりました。 

少しだけ申し上げますと、今その体制が調査課に十分にあるかということになると、実

は今現在は十分でありません。これは体制的なことも含めて、考えなければならないなと

いうふうに認識をしております。先般、どこかの場面でもお答えしたとおりですが、稲田

委員にお答えしたんでしょうか、やっと個別施設計画で見える化ができた。まだ、実は中

身は十分じゃないとこもたくさんあるんですけど、ようやっと総合管理計画というものが

個別施設計画の積み上げによって見える化ができたという段階をやっと迎えたということ

であります。これからそれを全体像として、要はいかに合理的なものにするかという作業

が待っておりますが、これは今、岡田委員がおっしゃったとおり、それなりの体制とか、

場合によってはコストとかっていうことをかけて、全庁の方針の中でやっていくというこ

とであります。既に先行して、例えば東山の新しい体育館、これも正直申し上げますと、

市長なり私のほうで具体的にこういう方向で行くんだという指示をして進めて、必ずしも

ボトムアップで上がってきた話ではなくて、県と共同で３つの施設を一つにしていくんだ

ということを議会の御理解もいただきながら進めるという方針でやっております。まだ具

体的には出ませんが、あれが完了しますと、床面積ですと大きな減が出てくるということ

になるのはもう御案内のとおりでありますし、それ以外にも、既に今議論が始まっており

ますが、これもいろいろ御議論がありますが、学校の統廃合の問題とか、様々な施設につ

いて、将来の人口動向、あるいは一つ絶対に忘れてはならないのは、単純にスクラップす

るだけではなくて、スクラップしながらもよりグレードを上げていく、あるいは住民の満

足度を維持、あるいは向上させていくと、あるいは地域の経済の活性化につながっていく

と、こういった視点で施設の統廃合、あるいはリニューアルを進めていくということを、

これはやはり強力なリーダーシップの下でやっていく必要がある。これは委員おっしゃる

とおりであります。そういった体制を目指していきたいと思っております。以上です。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 ぜひとも頑張っていただきたいと思いますし、この取組が米子市にとっても

大きく左右する部分が出てくると思いますし、逆に削減することによって住民サービスを

低下させない、面積としては削減しても住民サービスを低下させないということを何とし

ても実現していただきたいというふうに思っておりますので、ぜひ担当課のほうも力を入

れて、力強い総務部長がおられますので、ぜひとも頑張っていただきたいと思います。 
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○奥岩分科会長 予算決算委員会総務政策分科会を暫時休憩いたします。 

午前１１時５９分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○奥岩分科会長 予算決算委員会総務政策分科会を再開いたします。 

 次に、１７９ページ、主な税料の収納状況資料について質問を行います。 

 今城委員。 

○今城委員 収納状況の一覧を見せていただきました。コロナ禍であるということを踏ま

えてなんですが、収納状況一覧の中では、特に滞繰りのポイントが下がっているなという

ところが目につくところがありまして、この辺の内容についてを御説明いただくというこ

とと、やはりコロナでいろんな形で減収になっているという現状は否めないかなと思いま

すので、今後の収納の見通しについて伺いたいと思います。 

○奥岩分科会長 足立調査課長。 

○足立調査課長 まず、お尋ねの１点目の収納状況の内容についてでございますが、市税

の現年分徴収率におけますポイントの下落につきましては、新型コロナウイルス感染症に

関連した徴収猶予が影響したものとなりますが、その影響を除外いたしますと昨年並みの

徴収率を維持している状況にございます。 

 また、それ以外の税料につきましては、ポイントが下落しているものは滞納繰越分のみ

でありまして、現年分全てポイントが上昇しております。滞納繰越分におきまして収納ポ

イントが下落している要因は何点か考えられまして、まず一つが、滞納繰越分はその規模

が小さいことから、数件の収納実績と及び差押件数等で徴収率におけるポイントが大きく

変わる場合があることはございます。また、それに加えまして、昨年度におきましては債

権者との接触を控えるなど、新型コロナウイルスの感染症の影響もあったと考えられます。

いずれにいたしましても、全体といたしましては徴収率は下落していないというふうに考

えておるところでございます。 

 次に、２番目にお尋ねの今後の見通しについてでございますが、徴収率は年々良化して

いることから、今後も大きく変わらないというふうに考えております。そこで、財政の健

全性を保つために第４次米子市行財政改革大綱実施計画において策定いたしました目標徴

収率の達成に向けまして、口座振替、コンビニ納付、クレジット納付、スマホ決済といい

ました多様な納付方法による納付機会の確保、そして債権者への早期接触によります納付

勧奨、そして厳正な滞納処分の実施等によりまして、引き続き徴収率の維持、向上を図っ

ていきたい、そのように考えているところでございます。 

○奥岩分科会長 今城委員。 

○今城委員 分かりました、承知いたしました。徴収率はそう下がっていないんだという

ことで、ひとまずは安心をするところと、こういう状況下で頑張ってくださっているんだ

なというふうに思っているところです。国の財政の補填などもあるというふうに聞いてお

りますが、やはり自主財源としてのものというのを頑張っていくというのは基本だと思い

ますので、今後もよろしくお願いします。以上です。 

○奥岩分科会長 次に、事務報告の４４ページから４７ページについて質問を行います。 
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 安達委員。 

○安達委員 事務報告のほうから質問項目を立てたわけですけれども、項目的には職員研

修、人材育成ということで、それぞれ研修内容や期間や階層別研修ほか、それぞれの研修

内容や時期とかが整理して掲げてありますけれども、その中で少し自分で気がついたり、

お聞きしたいところがありますので、よろしくお願いします。１点目ですけれども、自己

啓発、自分で、言えば自主的に参加して研修に臨むものと、階層別、いわゆる新任係長研

修とか新任課長補佐研修とか、階層別の研修がそれぞれ書き込んでというか、整理してあ

りますけれども、とりわけ自主的に参加されるそういった研修とかがどのような取組であ

ったかをお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 辻総務部長。 

○辻総務部長 自己啓発型研修と階層別研修の参加状況と取組についてでございますが、

本市及びその他の機関の実施する研修のうち、職務を遂行するために必要な専門的な知識、

能力の開発、向上のための自己啓発型研修につきましては、令和２年度におきまして延べ

１,２４４人が受講したところでございます。また、階層別研修につきましては延べ６２６

人が受講いたしました。自己啓発型研修につきましては、その都度庁内で研修案内の周知

を行い、希望する職員が参加できるようにしているところでございます。また、階層別の

研修につきましては、経験年数や職位に応じ、指名制の研修として実施、派遣を行ってい

るところでございます。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 その中で、４４ページにもありますけれども、会計年度任用職員、臨時的任

用職員の研修というところで、参加者の人数が上げてありますけれども、ちょっと細かい

ことですけれども、対象者が何人おられて参加者がこのような数字になったかがもし分か

ればですが、持っておられたらお答え願いたいと思いますが、どうでしょうか。 

○奥岩分科会長 辻部長。 

○辻総務部長 今日は会計年度任用職員の人数を持ってきておりませんけれど、短期の者

もたくさんおりますので、その研修があるときにいる職員というのは流動するところでは

あります。ただ、接遇でありますとか、会計年度任用職員さんにもぜひ学んでいただきた

いことというのはいろいろにありまして、そういった意味では、そういった職員の皆さん

にも受けていただくように取り組んでいるところでございます。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 分かりました。自分、いろいろ事前に情報をやり取りをしているときに教え

てもらうこともたくさんあったんですが、ここの会計年度、いわゆる臨時的職員の扱いが

どのようになっているか、対象者はさっき部長が言われたように、その都度流動的な対象

者がおられて参加がどのようになっているか知りたかったものですから、あえて質問項目

に上げました。ありがとうございます。後でまたお聞きしたいと思いますが、よろしくお

願いします。 

 それと、研修がずっと掲げてあって、昨年１年の参加状況とかが詳細に書いてあるわけ

ですが、昨年１年、振り返ればコロナ禍であったんで、今までのように座学中心の参加型
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研修っていう対応の仕方が今までとは違って、例えばオンラインっていうんでしょうか、

米子市の会場にいて、どこか研修会場にいて、中央から発信するような研修の方法とか、

そういった手段が変わってきたのかなと思いつつ、どのような研修だったのか、コロナ禍

の研修の参加状況、内容も含めて教えていただきたいと思うんですが。 

○奥岩分科会長 辻部長。 

○辻総務部長 コロナ禍におけます研修の参加状況についてでございますが、令和２年度

におきましては、コロナ禍ではございましたが、本市が企画いたしました２６の研修のう

ち２５の研修を実施することができました。オンラインではそのうち２つ研修を行ったと

ころでございます。また、鳥取県職員人材開発センターなど外部機関が実施する研修につ

きましては、派遣を予定していた１０６の研修のうち６９が実施されまして、研修に参加

したところでございます。この参加いたしました６９の研修のうち１８の研修はオンライ

ン研修として実施されたところでございます。以上です。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 オンラインで研修が実施されたものもあるということなんですが、今までで

したら、細かい話をして申し訳ないですが、研修旅費で参加していって、鳥取とか倉吉の

会場に出かけていくっていうのがあるでしょうけれども、これからはオンラインが多用化

されると、その辺のいわゆる出張っていうのはなくなるのかなと思うし、あと、逆にそう

いう環境を整備していかなきゃいけない。これは、昨年度の決算ということに、ちょっと

ないですけれども、これからのありようとして研修がさま変わりしていく部分もかなりあ

るかなと思ってお聞きしたところです。よろしくお願いします。 

 次は、質問項目に上げておりますけれども、この報告書にも掲げてありますけれども、

今までの経験でいいますと、研修っていうのは階層別も含めて特定研修いろいろあります

けれども、いわゆる人事異動によって、そこに着任したそこのとこに行くことによって、

前任者からのいわゆる引継ぎ事項、業務を含めた引継ぎっていうのがあるわけですが、そ

れがスムーズにいって、間断なくというか、隙間がないような状態で住民対応ができると

思っているんですが、自分の経験でいいますと、人材育成センターでこの引継ぎっていう

のも看過してはならん研修項目の一つだというふうに随分言われたことがありまして、引

継ぎっていうのを何で業務として人事に関わってそういうことをあえて言われるのかなと

思うんですが、やはりそれはスムーズな業務が、人が替われどやっていけるというのは市

役所全体に響くことであって、大事な研修のそのものかなと思ったところですので、ちょ

っと言い方が曖昧かもしれませんけれども、いわゆる引継ぎというところの捉えをどのよ

うにやってこられたか、また去年１年の経過の中で、どのような成果っていうのがなかな

かありように聞けないですけれども、どのような対応をしてこられたかをお聞きしたいと

思いますので、お願いします。 

○奥岩分科会長 辻部長。 

○辻総務部長 おのおのの職場がスムーズに回るというためには、人事異動に伴うそうい

った引継ぎというのは非常に重要なことであるというふうに認識しております。職員の服

務規程におきまして、引継ぎは書面等をもって行うということとしているところでござい
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ます。その際、作りました引継ぎ書といいますのは必ず上司の承認を得ると。上司に提出

するといったことにしておりまして、上司というのはこの引継ぎ書を見ながら、事務が課

内で、あるいは係内、係といいますか担当の中で円滑に行われるように所属内のマネジメ

ントにこの引継ぎ書を生かしていくというふうに取り扱っているところでございます。な

お、事務を引き継ぐ場合、特に全庁的な様式を定めているものではございませんで、各課

の業務内容に沿って、各課で任意の様式を使用しながらこの引継ぎを行っているところで

ございます。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 すごく細かいことをちょっと説明を求めたところですけれども、仕事を前任

者はこのように思って、新しい君に引き継ぐよって言われたときに、そこの処務規定とか

所掌事務がうまく伝わっていかないと、後任である人は知らないことを仕事だと思って進

めていくときもあったりするので、そこはきちんとした、書式があればいいのか分かりま

せんが、前任者から新たな事業も含めて、あなたにこのように引き継ぐ、それをまた直属

の上司が書式を見て引き継いでいくんだ、引継ぎが終わったんだということになろうかな

と思って、あえてここのところは項目を細かいところを上げて聞きました。 

 取りも直さずお聞きしてきているのは、メンタルヘルスの研修もありますけれども、研

修結果のところで実施されなかった研修も見受けるところでして、とりわけメンタルヘル

スについては非常に気になっておりまして、職員の研修の中でも実施ができなかったこと

もあったのかっていうふうに思っております。それらが次の年度に実施されないことで結

果がよくなかったことに広がればという心配をしたところでしたので、ここは研修をあえ

て取り上げさせてもらって、引継ぎも含めて研修が実施され、これからも、さまが変わっ

ていくかもしれませんが、研修内容を逐次取り込んでいって実施に向かっていただければ

と思って質問しました。以上です。 

○奥岩分科会長 次に、年次有給休暇について質問を行います。 

 岡村委員。 

○岡村委員 昨日の総括質問で、市職員の時間外勤務、これについてお伺いしましたけど

も、年次有給休暇について、やはり働きやすい職場をつくっていくといった点でお聞きし

たいというふうに思うんですけども、まず、ここ３年間の年次有給休暇の取得状況の推移、

その要因、それから残業時間との関係について、どういうふうに捉えているのかお伺いし

ます。 

○奥岩分科会長 辻部長。 

○辻総務部長 年次有給休暇の取得状況等についてでございますが、年次有給休暇の１人

当たりの年間の取得状況につきましては、平成３０年が１３日、令和元年が１２日、令和

２年が１２日でございまして、ほぼ横ばいで推移している状況でございます。時間外勤務

との関係につきましては、いずれの部におきましても１人当たりの年次有給休暇の取得日

数は９日以上でございまして、関係性があるというふうには考えていないところでござい

ます。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 



－36－ 

○岡村委員 今、お答えいただきましたけども、１人当たりの年次有給休暇の取得日数は

９日以上であり、時間外勤務との関係性については、関係性があるとは考えていないとい

うお答えでした。こういった認識について、私、どうかなというふうに思ったんですけど

も、事前に時間外勤務の状況とそれから年次有給休暇取得状況、各部ごとの状況をお知ら

せいただいたんですけども、それを見ますと、令和２年において１人当たりの年次有給休

暇の取得日数は一番少なかったのが９で、これは毎年、大体福祉保健部が少ないといった

状況っていうのが見てとれるわけです。それを見ますと、時間外勤務はじゃあどうだった

のかというところを見ますと、福祉保健部はやはり例年時間外、ほかの部に比べて多い。

大体一番多いか２番目といった状況になってると、そういった状況があるわけですね。そ

うすると、じゃあ、年次有給休暇を一番多く取得してるっていう部署は、令和２年では１

人当たりの取得日数が１４日っていう部がありまして、それは大体時間外勤務を見た場合、

例年一番少ない時間外勤務になってるといった状況から見ますと、やはり関連性がないと

いうふうには言い切れないんじゃないかなというふうに思うんですけども、そこら辺もう

一遍お伺いします。 

○奥岩分科会長 辻部長。 

○辻総務部長 委員さん御指摘のように、時間外勤務の、先ほどおっしゃったような福祉

保健部などにおきましては、休暇が他の部局と比べれば取得日数が少し、中では少ないと

いう中で、超勤が多い傾向にあるといったことは確かにあると思います。ただ、御質問に

ありました関係性というのが必ずしもあるかどうかということになりますと、そこは正直

分からないところもございます。ちなみに、令和２年度、超勤が一番多かったのは総務部

でございますけれども、この休暇の時間数で見ますと決して少ないということではないの

ではないかというふうに思っております。いずれにいたしましても、時間外はできるだけ

平準化し、負担は軽くなるように持っていかないといけませんし、年次有給休暇もしっか

り取得できるような環境をつくらないといけないというふうに思っております。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 令和２年において、先ほど言われましたように、総務部は１人当たりの取得

日数が１１日ということで、一番少なかった福祉保健部が９だったということと比べて、

平均でいうと１人当たりの取得日数でいうと２日ほど違うと、多いということになるわけ

ですけども、そういった状況っていうのを、やはり１人当たりの取得日数ですから、部全

体に対していいますとやはり１００人とか１６０人とかっていう単位になりますので、か

なりの日数っていうものが部によって取得日数が差があるといった状況があるわけですか

ら、そこら辺はやっぱりよく調べていただきたいなと、把握していただきたいなというふ

うに思います。 

 それから次に、年次有給休暇の取得日数が最も少ない職員の取得日数および人数につい

てお伺いします。 

○奥岩分科会長 辻部長。 

○辻総務部長 年次有給休暇の取得日数が少ない職員等につきましてのお尋ねでござい

ます。年次有給休暇の取得日数が最も少ない職員の取得日数につきましては、御質問があ
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って調べてみたところでございますけれども、部長級などにおきまして、過去３年間でゼ

ロ日というのが僅かですが見られます。その人数につきましては、平成３０年が２名、令

和元年が４名、令和２年が４名でございました。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 年次有給休暇の取得がゼロといったことについては、やはり何らかの指導性

というかそういったものっていうのが発揮されなければならなかった状態ではないのかな

というふうに私は考えます。特に今、部長級などで取得ゼロが平成３０年が２名、令和元

年が４名、令和２年は４名ということでしたけども、年休の取得促進という観点から、部

長級などが本来だったら部下に対して率先して取得促進を図っていくという立場からする

と、こういった状況っていうのはやはり問題があるんじゃないかというふうに思うんです

けども、どういうふうにお考えでしょうか。 

○奥岩分科会長 辻部長。 

○辻総務部長 やはり委員さん御指摘のとおり、年次有給休暇というのを適切に取る必要

があるというふうに思っております。実際に職員向けには庁内のＬＡＮ掲示等を通じまし

て、この年次有給休暇の取得ということをしてもらうような呼びかけというのはしている

ところでございます。ほとんどの職員が年次有給休暇を取っておりますが、ごく僅か、僅

かであってもいけないということをおっしゃるのかもしれませんけれども、２名なり４名

なりといったところがゼロ日と。ただ、部長級などは特に土日とかの行事があったりとか

いうようなこともありまして、それを平日に代休でされるということがかなりございまし

て、その代休を使っているうちに年休には届かなかったというような例もあったようには

思います。いずれにいたしましても、年次有給休暇の取得というのは一つ、さらに呼びか

けていかなくてはいけないと思います。以上です。 

○奥岩分科会長 岡村委員。 

○岡村委員 いろいろな理由、状況があってそういうことになっているというふうには推

察いたしますけども、しかし、やはり働きやすい職場をつくっていく、そういったことか

らも年次有給休暇の取得っていうものをさらに促進していくという職場環境にしていただ

きたいというふうに要望しておきたいと思います。 

○奥岩分科会長 次に、決算に係る主要な施策の説明書の１６６ページ、事業番号３３１

番、一時借入金利子について質問を行います。 

 安達委員。 

○安達委員 一時借入金利子についてのことですけれども、事前に上げておりますように、

発生原因、要因になったことをお聞かせ願えたらと思います。それで、発生はあって、そ

れとその中身をひとつお聞きしたいんですけれども、例えば借入金額とか、利率とか、借

入期間を教えていただければと思うんですが、よろしくお願いします。 

○奥岩分科会長 世山会計課担当課長補佐。 

○世山会計課出納担当課長補佐 一時借入金利子額増額の要因につきましてでございま

すが、新型コロナウイルス感染症により、影響を受けた事業者に対する制度融資の増加に

伴って各金融機関への預託額が増えたことや、特別定額給付金をはじめとするコロナ対策
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関連の支出が増えたことにより、一時的な資金不足を補うため借入れを行ったものでござ

います。 

 次に、御質問のありました借入金額についてでございますが、３０億円を１５３日間借

入れしております。利率についてでございますが、０.２２％でございました。以上でござ

います。 

○奥岩分科会長 安達委員。 

○安達委員 もう１点ですが、市内の金融機関からの借入れだと思うんですけれども、市

内には何社か事業所があると思うんですけれども、どのように選ばれて、契約を交わされ

たと思うんですけれども、何社でどのようなことだったでしょうか、お聞きします。 

○奥岩分科会長 世山担当課長補佐。 

○世山会計課出納担当課長補佐 借入先についてでございますが、収納代理金融機関につ

きまして、７つの金融機関に利率照会を行ったものでございます。 

○奥岩分科会長 次に、岡田委員。 

○岡田委員 今、安達委員のほうから聞いていただきましたので。令和元年度からかなり

増えた理由は先ほどコロナということだったんですけども、金利の動向に関しては市とし

てどうこうするということはなかなか難しいと思いますけれども、先ほど０.２２％、先ほ

どの期間が１５０日間ぐらいでこの金額になったということですんで、逆に言うと、金利

が、例えば貸出金利が１％、ついこの間っていうか、平成の時代には十分あったことで、

もっと２％、３％という時代もあったと思うんですけど、これ一借ということですから、

一借が起こらなければこの一借の金利っていうのは発生はしないんですけれど、これ見る

と令和３年度は４,０００万というような金額になってますけども、これはあくまでも令和

２年度の決算なんで、令和３年度のあれですけど、その令和３年度の４,０００万というよ

うなこと見ますと、状況によってはかなり一時借入金の利払いでそういう金額になってく

るっていうことですので、先ほど言われたいろんな金融機関、これは入札をかけて競争し

ていただいて、一番低いところから借りるということに多分なってるんだろうと思うんで

すけど、その金利が上がらないような手だてを米子市単独で今はしてるのか、それとも例

えば県とか国とかにある程度金利が抑えられるような協力なりっていうようなことをこれ

は得ているもんなんですかね、いかがですか。米子市単独で資金調達をただ単にしている

っていうだけですか。 

○奥岩分科会長 世山担当課長補佐。 

○世山会計課出納担当課長補佐 今の御質問についてでございますが、米子市単独で行っ

ておるところでございます。 

○奥岩分科会長 岡田委員。 

○岡田委員 令和２年度はそれで、ある程度低い利率で調達ができたということですけれ

ども、当然これから先、金利が上がっていく可能性も十分あるわけでして、これは一借だ

けに限らず、市債を発行するときの利払いに関しても金利の上昇っていうことは当然考え

得ることだと思うんですけど、ぜひともその辺りが、米子市単独でするときと、激しい金

利の上下があった場合には国なり県なりがある程度の措置はしていただけるもんだろうと
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は思うんですけど、要は利子をたくさん払っても、少なく払っても、行政サービスの質そ

のものには全く関係のない話ですので、要は利払いが少なけりゃ少ないほど、一時借入金

がなければないほうがいいわけで、そこは当然ですけれども、金利をたくさん払ったから

その貸出金が貴重だとかっていうことは全くないですんで、要は利払いが抑えれるように

いろんなことを想定されながらぜひ対応していただけたらなというふうに思いましたので、

それは要望させておいていただきたいと思います。 

○奥岩分科会長 以上で総務部所管部分の審査を終了いたします。 

 予算決算委員会総務政策分科会を暫時休憩いたします。 

午後１時３０分 休憩 

午後１時３２分 再開 

○奥岩分科会長 予算決算委員会総務政策分科会を再開いたします。 

 これまでの審査を基に、指摘事項とすべき項目について、委員の皆様から御意見をお願

いいたします。 

 私のほうでメモを取っていたのですが、事業番号の３６番と４９番、御指摘がございま

したので、その２つの中からなのかなと思います。いかがでしょうか。 

 稲田委員。 

○稲田委員 ３６番で指摘という部分は言わせていただきましたが、同時にほかの委員さ

んのお考えもというふうにも言わせていただきました。まず、最初に言っておきますが、

どうしてもという部分ではないんですね。といいますのは、４６３人の移住者が県内で、

要はほぼ一番だろうというところもあって、施策自体はうまくいっている部類なので、そ

れをあからさまに指摘するのはちょっとためらいがありますと。とはいえ、３分の１しか

経由してないとか、ほかにもまだ頑張っていただく余力部分があるなというところで逡巡

しておりますが、お隣の今城委員は要望と最後おっしゃっていましたので、無理に指摘に

行かないのかなと、ちょっと今自分の中では引き気味のポジションでございます。ひとま

ず以上です。 

○奥岩分科会長 今、稲田委員から事業番号３６番の移住定住推進事業についてのお話ご

ざいましたが、ほかの委員さんの御意見いかがでしょうか。稲田委員さんは指摘にはされ

ないというようなお話でしょうか。 

 稲田委員。 

○稲田委員 さっきの繰り返しになってしまうんですけど、指摘するのであれば、ちょっ

と未来志向的な、こういうところをもっと頑張ってほしいっていうことに力点が置くもの

ですから、令和２年度の１年間でかなり改善すべき点があったというわけではないので、

そこら辺りのまとめ方ですよね。もともと移住定住で、例えば年間１００人を目標にして、

それに対して四百何人とか、また逆に５００人で、要は上回ったとか下回ったじゃないん

ですよね。だから、文言つくっていく上でちょっと難しい部分があるなと思っております。

以上です。 

○奥岩分科会長 こちらの件につきまして、ほか御意見ございますでしょうか。 

 今城委員、同じところを質問されておられましたが、いかがでしょうか。 
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 今城委員。 

○今城委員 そうなんです、決算の指摘事項という意味ですので、稲田委員さんがおっし

ゃった部分っていうのは納得できるところでもあるんですけれども、実際３３６万円とい

う決算に対して、４６３人の移住が多かったのか少なかったのかっていうところを判断す

るべきものっていうのが非常に難しいところだなって思うところと、効果はこれだけで測

れるものでもないかなって思うところがあるので、もし指摘をするというならば、もう少

し頑張ってねとか頑張れる余地はあったよねっていう、さっき稲田委員さんがおっしゃっ

たようなことしか指摘できないのであると、あえてしなくてもいいのかな、委員会のとこ

で十分話もしましたので、いいのかなっていうふうに私自身は思っているところです。以

上です。 

○奥岩分科会長 ほかの委員の方から御意見ございますでしょうか。 

 岡村委員。 

○岡村委員 私も、特段この２年度の決算において指摘というところまではいかないんじ

ゃないかなという気がしております。 

○奥岩分科会長 稲田委員、今ほかの委員さんから御意見ございましたが、先ほど御説明

のときにも決算に関してはっていうことでしたが、こちらいかがいたしましょうか。指摘

なしでもよろしいですか。 

 稲田委員。 

○稲田委員 いや、それでもやれと言われれば喜んでやらせていただきますし、委員の皆

さんの後押しというか賛同があればですけど、そうでなければ、今回はおとなしくしてい

ようかなと思っております。 

○奥岩分科会長 今し方３名の委員さんのお話聞かせていただきまして、令和２年度決算

については、特に今回はそこまで指摘すべきではないだろうというようなお話がメインだ

ったかと思いますので、こちらのほうは要望もお二方の委員の方からしていただいており

ますので、指摘まで当たらないのかなと考えますが、よろしいでしょうか。 

〔「はい」と声あり〕 

○奥岩分科会長 それでは、続きまして、事業番号４９番の高齢者バス運賃助成事業につ

いて、岡田委員のほうから指摘がございましたが、こちら、いかがでしょうか。 

 岡田委員。 

○岡田委員 どうですかね、大事な問題だということで指摘はさせてもらったんですけど、

具体的にどういう部分を。もともとは、予算と決算の額が違うっていうのが見通しどおり

になってないじゃないかっていう話だったんですけど、事前の打合せ聞いていても、数値

にのっとってつくったわけではなくて、近隣市の状況なんかである程度当て込んだ数字だ

ったということだったみたいなんですけど、先ほど言ったみたいに、免許自主返納そのも

のの奨励をどんどんしていくっていう施策なのかどうかっていうところがちょっとあって。

基本的には、高齢者の中にはやっぱりなかなか自主的に免許を返納するということはしな

いんだけれど、例えば家族とかは、いや、もう大分身体機能も下がってきたんで返納して

ほしいっていう人が結構多いっていうのも聞くものですから、そういう交通事故も結構高
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齢者の方って多いですし、ある程度自主返納そのものを勧奨、推奨していって、それがバ

スとかを利用していただけるようなことになっていくような、もう少し何か施策として合

致しているものにしてほしいなっていうことがあって、ちょっと僕は指摘はさせてもらっ

たんですけど、令和２年そのものだけをもってして、そのときの行動そのもの、事業その

ものがどうだって言われると、ちょっと指摘まで当たるのかなっていうところが。あそこ

で私は指摘しましたけど、文章としてきちっとした形で決算分科会として指摘をするとこ

ろまでなのかどうかっていうのはちょっと私、個人的には微妙だなという感じはしており

ます。 

○奥岩分科会長 ありがとうございます。今、岡田委員のほうから指摘は、４９番につき

まして指摘はしたけれども、今回の決算についてはそこまで当たるのかどうなのかなとい

うようなお話がございましたが、委員の皆様、いかがでしょうか。こちら指摘に当たると

考えるか、当たらないのかなと考えられるのか、御意見伺いたいですが、いかがでしょう

か。特にないですかね。 

〔「なし」と声あり〕 

○奥岩分科会長 それでは、岡田委員さんのほうからも、指摘はしたんだけれども、そこ

まで決算としては当たらないだろうというようなお話がございましたので、こちらのほう

も指摘事項には上がらないということにさせていただきたいと思います。 

 そういたしますと、本分科会におきましては特段指摘する事項はございませんでしたの

で、こちらのほうはまとめさせていただきたいと思います。 

 では、以上で予算決算委員会総務政策分科会を閉会いたします。 

午後１時４１分 閉会 
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